京都大学人文科学研究所蔵『天地瑞祥志』第十二翻刻・校注(2)「正月朔旦候風」「五音風」 by 水口 幹記
1
序
言
　
本
稿
は
、『
天
地
瑞
祥
志
』
第
十
二
・
風
の
う
ち
、「
正
月
朔
旦
候
風
」「
五
音
風
」
の
二
項
目
の
翻
刻
・
校
注
で
あ
る
。
本
二
項
目
に
先
立
つ
「
風
総
載
」
「
風
期
日
」
は
、
前
稿
「（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
『
天
地
瑞
祥
志
』）
第
十
二　
翻
刻
・
校
注
―
「
風
総
載
」「
風
期
日
」
―
」（
名
和
敏
光
編
『
東
ア
ジ
ア
思
想
・
文
化
の
基
層
構
造
―
術
数
と
『
天
地
瑞
祥
志
』
―
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
九
年
）
に
お
い
て
行
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
の
題
目
に
（
二
）
と
付
し
て
い
る
。
な
お
、『
天
地
瑞
祥
志
』
に
つ
い
て
は
、拙
著
『
日
本
古
代
漢
籍
受
容
の
史
的
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）、
お
よ
び
本
誌
第
九
三
号
所
収
の
拙
論
（
田
中
良
明
と
共
著
）「
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
『
天
地
瑞
祥
志
』
翻
刻
・
校
注
―
「
第
一
」
の
翻
刻
と
校
注
（
一
）
―
」
の
序
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。
『
天
地
瑞
祥
志
』
翻
刻
・
校
注
凡
例
原
文
一
、
底
本
に
は
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
『
天
地
瑞
祥
志
』
を
用
　
い
る
。
一
、
底
本
は
文
章
の
改
行
に
無
秩
序
な
箇
所
が
あ
る
が
、
読
者
の
便
を
図
こ
　
う
り
、
引
用
書
や
文
脈
に
よ
り
適
宜
段
落
を
設
け
、
各
々
に
01
、
02
、
　
…
…
と
番
号
を
付
し
て
①
に
記
し
た
。
一
、
底
本
は
鈔
本
で
あ
り
、
行
草
体
や
筆
写
特
有
の
字
体
を
含
む
が
、
適
宜
　
楷
書
化
し
、
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
一
、
底
本
の
双
行
注
（
割
り
注
）
は
山
括
弧
〈　
〉
に
入
れ
て
示
し
、
欠
字
　
は
□
で
示
し
て
い
る
。
一
、
底
本
に
書
き
入
れ
が
有
る
際
、
ま
た
は
、
底
本
の
字
作
り
が
前
田
尊
経
　
閣
文
庫
所
蔵
『
天
地
瑞
祥
志
』（
以
下
「
尊
経
閣
本
」
と
略
す
）
と
異
な
　
る
際
に
は
、
①
の
本
文
の
右
旁
に
［
一
］［
二
］
…
…
と
付
し
、
文
末
に
　
書
き
入
れ
や
校
異
を
記
し
た
。
但
し
、
僅
か
で
も
字
体
が
異
な
る
文
字
を
　
す
べ
て
挙
げ
る
こ
と
は
繁
雑
の
難
が
あ
る
た
め
、
鈔
本
に
頻
見
す
る
異
体
　
字
の
類
で
、
一
見
し
て
同
義
の
文
字
で
あ
る
と
判
断
可
能
な
文
字
は
、
こ
　
れ
を
略
し
て
載
せ
て
い
な
い
。（
尊
経
閣
本
と
の
校
合
は
、
尊
経
閣
に
お
　
い
て
当
該
書
を
実
見
し
、
紙
焼
き
を
購
入
し
て
い
る
『
天
地
瑞
祥
志
』
研
　
究
会
代
表
の
水
口
幹
記
が
行
っ
た
。）
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
『
天
地
瑞
祥
志
』
第
十
二
翻
刻
・
校
注
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
「
正
月
朔
旦
候
風
」「
五
音
風
」
―
水　
口　
幹　
記
2
校
訂
一
、
①
に
示
し
た
原
文
を
適
宜
正
字
に
改
め
、
句
読
点
な
ど
の
記
号
を
付
し
　
た
も
の
を
②
に
記
し
た
。
略
字
・
異
体
字
に
つ
い
て
は
、「
日
」
と
「
曰
」、
　
「
弖
」
と
「
氐
」、「
文
」
と
「
父
」、「
大
」
と
「
太
」
な
ど
の
鈔
本
に
多
　
く
見
ら
れ
る
字
形
が
混
同
さ
れ
る
文
字
や
、
そ
の
字
形
が
甚
だ
し
く
相
異
　
す
る
場
合
以
外
は
、
特
に
断
り
な
く
改
め
て
い
る
。
一
、
①
に
示
し
た
原
文
に
衍
字
が
有
る
と
認
め
た
場
合
は
、
②
に
衍
字
を
丸
　
括
弧
（　
）
に
入
れ
て
示
し
、
脱
字
・
誤
字
が
有
る
と
認
め
た
場
合
は
、
　
適
宜
文
字
を
挿
入
・
改
正
し
た
。
一
、
右
の
誤
字
・
衍
字
・
脱
字
を
②
に
示
す
際
、
①
に
記
し
た
原
文
の
書
き
　
入
れ
、
も
し
く
は
尊
経
閣
本
を
根
拠
と
し
た
箇
所
に
は
白
丸
○
を
、
他
の
　
関
連
資
料
を
根
拠
と
し
た
箇
所
に
は
四
角
□
を
付
し
た
。
書
き
入
れ
と
他
　
の
関
連
資
料
の
両
者
を
根
拠
と
し
た
箇
所
に
は
、
白
丸
○
し
か
付
し
て
い
　
な
い
。
一
、
右
に
記
し
た
根
拠
以
外
、
前
後
の
文
脈
な
ど
に
依
拠
し
て
誤
字
・
衍
字
・
　
脱
字
を
判
断
し
た
箇
所
に
は
黒
丸
●
を
付
し
、
特
記
す
べ
き
事
項
が
有
れ
　
ば
②
の
文
末
に
注
記
し
た
。
訓
読
一
、
②
の
文
章
を
訓
読
し
、
③
に
記
し
た
。
注
釈
一
、関
連
資
料
は
③
の
右
傍
に
（
一
）（
二
）
…
…
と
付
し
、④
に
提
示
し
た
。
一
、
④
に
は
、
関
連
資
料
の
書
名
、
篇
名
と
本
文
を
記
し
、『
天
地
瑞
祥
志
』
　
本
文
と
対
応
す
る
箇
所
に
傍
線
を
付
し
て
い
る
。
ま
た
、
引
用
箇
所
に
注
　
釈
が
付
い
て
い
る
場
合
、
本
文
中
に
（
１
）（
２
）
の
番
号
を
付
し
て
、
　
本
文
の
後
に
併
記
し
た
。
な
お
、
引
用
文
が
長
大
に
渉
る
際
に
は
、
本
文
・
　
注
釈
と
と
も
に
『
天
地
瑞
祥
志
』
本
文
と
関
連
し
な
い
箇
所
を
省
略
し
た
。
一
、
②
で
四
角
□
を
付
し
て
誤
字
・
衍
字
・
脱
字
を
示
し
た
際
に
根
拠
と
な
っ
　
た
文
字
に
つ
い
て
は
、
④
の
当
該
文
字
を
□
で
囲
み
示
し
た
。
一
、『
天
地
瑞
祥
志
』
本
文
中
の
「
守
曰
」
の
「
守
」
が
『
天
地
瑞
祥
志
』
撰
　
者
の
「
薩
守
真
」
で
あ
る
こ
と
は
逐
一
注
記
し
な
い
。
翻
刻
・
校
注
○
正
月
朔
旦
候
風
【
概
要
】
　
歳
首
で
あ
る
正
月
の
朔
日
に
吹
く
風
（
八
風
）
に
よ
る
占
文
が
示
さ
れ
る
。
特
に
水
旱
や
熟
不
熟
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
、01
の『
漢
書
』以
外
は
出
典
が
見
ら
れ
ず（
02
は「
京
房
」に
類
似
あ
り
）、佚
文
で
あ
る
。
01
①
正
月
朔
旦
候
風
漢
書
天
文
志
曰
冬
至
日
産
氣
始
萌
明
旦
人
衆
卒
陽
氣
始
正
月
旦
歳
首
立
春
四
時
之
始
此
四
日
候
八
風
従
南
来
大
旱
西
南
小
旱
西
有
兵
西
北
戎
成
〈
孟［一］康
曰
戎
叔
胡
豆
之
也
〉
小
雨
起
兵
北
中
歳
東
北
上
歳
〈
韋
昭
曰
歳
大
穣
〉
東
大
3
水
東
南
有
疾
疫
歳
悪
冬
与
其
衡
對
也
〈
日
至
食
為
麦
食
至
日
趺
為
趺
至
餔
為
黍
餔
主
餔
為
升
下
餔
至
日
入
為
麻
之
也
〉
　
［
一
］
尊
経
「
」
01
②
正
月
朔
旦
候
風
漢
書
天
文
志
曰
、
冬
至
日
、
産
氣
始
萌
。
臘□
明
日□
、
人
衆
卒
歳□
、
陽
氣
始
。
正
月
旦
、
歳
首
。
立
春
四
時
之
始
。
此
四
日
候
八
風
。
從
南
來
、
大
旱
。
西
南
小
旱
。
西
有
兵
。
西
北
戎
叔□
成
〈
孟
康
曰
、戎
叔
、胡
豆
、之
也
。〉、小
雨
、
起
兵
。
北
中
歳
、
東
北
上
歳
〈
韋
昭
曰
、
上□
歳
大
穣
。〉。
東
大
水
、
東
南
有
疾
疫
、
歳
惡
。
各□
與
其
衝□
對
也
〈
旦□
至
食
、
爲
麦
。
食
至
日
跌□
、
爲
稷□
。
跌□
至
餔
、
爲
黍
。
餔
至□
下□
餔
、
爲
叔□
。
下
餔
至
日
入
、
爲
麻
、
之
也
。〉。
01
③
正
月
朔
旦
風
を
候
ふ
。
『
漢（一）書
』
天
文
志
に
曰
く
、「
冬
至
の
日
は
、
産
氣
始
め
て
萌
ゆ
。
臘
明
日
は
、
人
衆
歳
を
卒
ふ
、
陽
氣
の
始
な
り
。
正
月
の
旦
は
、
歳
首
な
り
。
立
春
は
四
時
の
始
な
り
。
此
四
日
は
八
風
を
候
ふ
。
南
從
り
來
た
ら
ば
、大
い
に
旱
る
。
西
南
な
ら
ば
小
旱
。
西
な
ら
ば
兵
有
り
。
西
北
な
ら
ば
戎
叔
成
り
〈
孟
康
曰
く
、「
戎
叔
と
は
、
胡
豆
、
之
れ
な
り
。」
と
。〉、
小
雨
、
兵
を
起
こ
す
。
北
な
ら
ば
中
歳
、
東
北
な
ら
ば
上
歳
な
り
〈
韋
昭
曰
く
、「
上
歳
は
大
穣
な
り
。」
と
。〉。
東
な
ら
ば
大
水
、
東
南
な
ら
ば
疾
疫
有
り
、
歳
惡
し
。
各
お
の
其
の
衝
と
對
な
り
〈
旦
よ
り
食
に
至
り
て
は
、
麦
を
爲
す
。
食
よ
り
日
跌
に
至
り
て
は
、
稷
を
爲
す
。
跌
よ
り
餔
に
至
り
て
は
、
黍
を
爲
す
。
餔
よ
り
下
餔
に
至
り
て
は
、
叔
を
爲
す
。
下
餔
よ
り
日
入
に
至
り
て
は
、
麻
を
爲
す
、
之
れ
な
り
。〉。」
と
。
01
④
（
一
）『
漢
書
』
卷
二
十
六
・
天
文
志
第
六
　
　
凡
候
歳
美
惡
、
謹
候
歳
始
。
歳
始
或
冬
至
日
、
產
氣
始
萌
。
臘
明
日
、
　
　
人
衆
卒
歳
、
壹
會
飲
食
、
發
陽
氣
、
故
曰
初
歳
。
正
月
旦
、
王
者
歳
首
。
　
　
立
春
、
四
時
之
始
也
。
四
始
者
、
候
之
日
。
　
　
而
漢
魏
鮮
集
臘
明
正
月
旦
決
八
風
。
風
從
南
、
大
旱
。
西
南
、
小
旱
。
　
　
西
方
、
有
兵
。
西
北
、
戎
叔
爲
、（
１
）
小
雨
、
趣
兵
。
北
方
、
爲
中
歳
。
　
　
東
北
、
爲
上
歳
。（
２
）
東
方
、
大
水
。
東
南
、
民
有
疾
疫
、
歳
惡
。
故
　
　
八
風
各
與
其
衝
對
、
課
多
者
爲
勝
。
多
勝
少
、
久
勝
亟
、
疾
勝
徐
。
旦
　
　
至
食
、
爲
麥
。
食
至
日
跌
、
爲
（
疾
）〔
稷
〕。
跌
至
晡
、
爲
黍
。
晡
至
　
　
下
晡
、
爲
叔
。
下
晡
至
日
入
、
爲
麻
。
　
（
１
）
孟
康
曰
、「
戎
叔
、
胡
豆
也
。
爲
、
成
也
。」
　
（
２
）
韋
昭
曰
、「
上
歳
、
大
穰
。」
02
①
翼
氏
曰
常
以
正
朔
日
候
八
風
従
乾
来
有
憂
坎
来
即
水
湯
艮
来
人
民
疫
有
蝗
震
来
五
穀
大
傷
大
旱
熱
巽
来
人
民
昌
大
熟
離
来
即
大
旱
熱
坤
来
人
民
多
疾
病
死
喪
道
多
弃
死
兊
来
歳
有
兵
革
也
02
②
翼
氏
曰
、
常
以
正
朔
日
候
八
風
。
從
乾
來
、
有
憂
。
坎
來
、
即
水
湯
。
艮
4
來
、人
民
疫
、有
蝗
。
震
來
、五
穀
（
穀●
）
大
傷
、大
旱
熱
。
巽
來
、人
民
昌
、
大
熟
。
離
來
、
卽
大
旱
熱
。
坤
來
、
人
民
多
疾
病
死
喪
、
道
多
棄
死
。
兌
來
、
歳
有
兵
革
也
。
02
③
翼
氏
曰
く
、「
常
に
正
朔
日
を
以
て
八
風
を
候
ふ
。
乾
從
り
來
た
ら
ば
、
憂
有
り
。
坎
よ
り
來
た
ら
ば
、
即
ち
水
湯
な
り
。
艮
よ
り
來
た
ら
ば
、
人
民
疫
し
、蝗
有
り
。
震
よ
り
來
た
ら
ば
、五
穀
大
い
に
傷
み
、大
い
に
旱
熱
な
り
。
巽
よ
り
來
た
ら
ば
、
人
民
昌さか
へ
、
大
い
に
熟
す
。
離
よ
り
來
た
ら
ば
、
卽
ち
大
い
に
旱
熱
な
り
。
坤
よ
り
來
た
ら
ば
、人
民
に
疾
病
死
喪
す
る
も
の
多
く
、
道
に
棄
死
す
る
も
の
多
し
。
兌
よ
り
來
た
ら
ば
、歳　
兵
革
有
る
な
り
。」
と
。
02
④
（
一
）
新
見
寛
編
・
鈴
木
隆
一
補
『
本
邦
殘
存
典
籍
に
よ
る　
輯
佚
資
料
集
　
　
成
續
』（
以
下
、
輯
佚
續
）・
子
部
・
第
十
三
・
五
行
類
「
風
角
要
候
」
　
　
収
載
。
（
二
）
四
庫
全
書
本
『
開
元
占
經
』
卷
九
十
三
・
候
星
善
惡
雲
氣
占
・
元
日
　
　
祥
瑞
　
　
京
房
占
、正
月
朔
日
候
八
風
。從
乾
來
、有
憂
兵
。坎
來
、有
大
水
。艮
來
、
　
　
人
疾
疫
、
歳
内
有
蟲
蝗
。
震
來
、
陽
氣
幹
、
歳
大
旱
、
有
喪
。
巽
來
、
　
　
年
内
多
風
、
傷
五
穀
。
離
來
、
歳
旱
、
大
熱
、
多
火
災
。
坤
來
、
有
疾
　
　
疫
、
道
上
多
死
人
。
兌
來
、
有
兵
事
。
　
　
靜
嘉
堂
本
『
開
元
占
經
』
卷
九
十
一
・
雜
風
　
　
京
房
曰
、
…
正
月
一
日
朔
、
候
八
風
。〈
齊
人
要
術
五
穀
所
宜
及
漢
書
　
　
志
〉。
從
乾
來
、
必
有
憂
兵
。
從
坎
來
、
廽
水
湯
湯
有
大
水
。
從
艮
來
、
　
　
人
民
疾
疫
、
歳
有
蝗
蟲
。
從
震
來
、
卽
陽
氣
于
其
歳
、
大
旱
、
有
喪
。
　
　
從
巽
來
、歳
多
風
傷
五
穀
。
從
離
來
、歳
早
（
旱
）
熟
（
熱
）、多
火
災
。
　
　
從
坤
來
、
人
民
疾
疫
、
道
中
死
凶
。
從
兌
來
、
則
歳
有
兵
革
之
事
。
　
　
　
＊
靜
嘉
堂
本
は
、佐
々
木
聡
『
開
元
占
經
』
閣
本
の
資
料
と
解
説
』、
　
　
　
　
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
三
年
）
を
使
用
し
た
。
03
①
對
敵
占
曰
正
月
平
旦
南
風
先
至
五
月
旱
食
時
三
月
旱
日
映
六
月
旱
晡
時
七
月
旱
日
入
八
月
旱
黄
昏
九
月
旱
人
定
十
月
旱
夜
半
十
一
月
旱
鷄
鳴
至
旦
其
歳
大
旱03
②
對
敵
占
曰
、
正
月
平
旦
南
風
先
至
、
五
月
旱
、
食
時
、
三
月
旱
、
日
映
、
六
月
旱
、
晡
時
、
七
月
旱
、
日
入
、
八
月
旱
、
⿈
昏
、
九
月
旱
、
人
定
、
十
月
旱
、
夜
半
、
十
一
月
旱
、
鷄
鳴
至
旦
、
其
歳
大
旱
。
03
③
『
對（一）敵
占
』
に
曰
く
、「
正
月
平
旦
南
風
先
に
至
ら
ば
、
五
月
旱
り
、
食
時
な
ら
ば
、
三
月
旱
り
、
日
映
な
ら
ば
、
六
月
旱
り
、
晡
時
な
ら
ば
、
七
月
旱
り
、
日
入
な
ら
ば
、
八
月
旱
り
、
⿈
昏
な
ら
ば
、
九
月
旱
り
、
人
定
な
ら
ば
、
十
月
旱
り
、
夜
半
な
ら
ば
、
十
一
月
旱
り
、
鷄
鳴
よ
り
旦
に
至
ら
ば
、
其
の
歳
大
い
に
旱
る
。」
と
。
03
④
（
一
）（
二
）
し
ょ
う
し
ょ
う
5
（
一
）
輯
佚
續
・
子
部
・
第
十
・
兵
家
類
「
對
敵
占
風
」
所
載
。
04
①
東
方
朔
曰
正
月
朔
旦
和
調
不
風
即
殖
稼
熟
日
中
和
調
不
風
中
稼
熟
申
時
入
日
和
調
不
風
和
稚
稼
熟
終
日
和
調
元［一］暴
風
五
穀
桑
皆
善
人
民
六
畜
並
无
病
風
寒
又
卒
風
折
木
飛
沙
歳
為
不
安
風
従
東
来
人
民
多
疾
病
従
南
来
大
旱
禾
不
成
従
西
来
有
兵
六
畜
死
従
北
来
稻
半
熟
大
水
多
病
死
艮
来
稻
大
熟
多
兵
穀
賤
坤
来
小
蝗
忠
有
土
功
乾
来
糴［
二
］有
兵
也
平
旦
南
風
正
月
旱
旦
出
南
風
二
月
旱
食
時
南
風
三
月
旱
十
二
時
放
此
也
　
［
１
］
尊
経
閣
本
「
无
」
　
［
２
］
京
大
本
、
頭
注
に
「
本
ノ
マ
マ
」
と
あ
る
。
04
②
東
方
朔
曰
、
正
月
朔
旦
和
調
不
風
、
卽
殖
稼
熟
。
日
中
和
調
不
風
、
中
稼
熟
。
申
時
入
日
和
調
不
風
、
和
稚
稼
熟
。
終
日
和
調
无
暴
風
、
五
穀
桑
蚕
皆
善
、
人
民
六
畜
並
无
病
。
風
寒
、
又
卒
風
、
折
木
飛
沙
、
歳
爲
不
安
。
風
從
東
來
、
人
民
多
疾
病
。
從
南
來
、
大
旱
、
禾
不
成
。
從
西
來
、
有
兵
、
六
畜
死
。
從
北
來
、
稲
半
熟
、
大
水
、
多
病
死
。
艮
來
、
稲
大
熟
、
多
兵
、
穀
賤
。
坤
來
、
小
蝗
、
忠
有
土
功
。
乾
來
、
糴
貴
、
有
兵
也
。
平
旦
南
風
、
正
月
旱
、
旦
出
南
風
、
二
月
旱
、
食
時
南
風
、
三
月
旱
。
十
二
時
放
此
也
。
04
③
『
東（一）方
朔
』に
曰
く
、「
正
月
朔
旦
和
調
に
し
て
風かぜふか
ざ
れ
ば
、卽
ち
殖
稼
熟
す
。
日
中
和
調
に
し
て
風
か
ざ
れ
ば
、
中
稼
熟
す
。
申
時
入
日
和
調
に
し
て
風
か
ざ
れ
ば
、和
稚
稼
熟
す
。終
日
和
調
に
し
て
暴
風
無
く
ば
、五
穀
桑
蚕
皆
な
善
、
人
民
六りくき
ゅ
う畜並
び
に
病
無
し
。
風
寒
く
、
又
た
卒
に
風
き
、
木
を
折
り
沙
を
飛
ば
せ
ば
、
歳　
不
安
と
爲
る
。
風　
東
從
り
來
た
ら
ば
、
人
民
に
疾
病
す
る
も
の
多
し
。
南
從
り
來
た
ら
ば
、大
い
に
旱
り
、禾
成
ら
ず
。
西
從
り
來
た
ら
ば
、
兵
有
り
、
六
畜
死
す
。
北
從
り
來
た
ら
ば
、
稲
半
ば
熟
し
、
大
水
あ
り
、
病
死
す
る
も
の
多
し
。
艮
よ
り
來
た
ら
ば
、
稲
大
い
に
熟
し
、
兵
多
く
し
、
穀
賤
し
。
坤
よ
り
來
た
ら
ば
、
小
蝗
あ
り
、
忠
に
土
功
有
り
。
乾
よ
り
來
た
ら
ば
、
糴てき
貴
く
、
兵
有
る
な
り
。
平
旦
南
風
あ
ら
ば
、
正
月
旱
り
、
旦
南
風
を
出
さ
ば
、
二
月
旱
り
、
食
時
南
風
あ
ら
ば
、
三
月
旱
る
。
十
二
時
此
に
放
ふ
な
り
。」
と
。
04
④
（
一
）
輯
佚
續
・
第
十
三
・
五
行
類
「
東
方
朔
」（361
頁
）
収
載
。
05
①
正
月
朔
平
旦
清
明
无
風
上
日
中
上
日
入
後
上
也
従
刑
卿
来
疾
疫
六
畜
死
大
貴
従
德
卿
来
歳
吉
有
慶
事
也
05
②
正
月
朔
平
旦
、
清
明
无
風
、
蚤●
上
、
日
中
中
上
、
日
入
後
上
也
。
從
刑
鄕●
來
、
疾
疫
六
畜
死
、
穀
大
貴
。
從
德
鄕●
來
、
歳
吉
、
有
慶
事
也
。
05
③
正（一）月
朔
平
旦
、
清
明
に
し
て
風
無
く
ば
、
蚤
蚕
は
上
、
日
中
中
な
ら
ば
蚕
は
上
、
日
入
後
な
ら
ば
蚕
は
上
な
り
。
刑
鄕
從
り
來
た
ら
ば
、
疾
疫
あ
り
て
六
6
畜
死
に
、
穀
大
い
に
貴
し
。
德
鄕
從
り
來
た
ら
ば
、
歳
吉
、
慶
事
有
る
な
り
。
05
④
（
一
）
出
典
不
明
。
06
①
對
敵
占
曰
正
月
平
旦
南
風
先
至
五
月
旱
食
時
三
月
旱
日
映
六
月
中
旱
晡
時
七
月
旱
日
入
八
用［一］旱
⿈
昏
九
月
旱
人
定
十
月
旱
夜
半
十
一
月
旱
鷄
鳴
至
平
旦
其
年
大
旱
　
［
一
］
尊
経
閣
本
「
月
」
06
②
對
敵
占
曰
、
正
月
平
旦
南
風
先
至
、
五
月
旱
、
食
時
、
三
月
旱
、
日
映
、
六
月
中
旱
、
晡
時
、
七
月
旱
、
日
入
、
八
月○
旱
、
⿈
昏
、
九
月
旱
、
人
定
、
十
月
旱
、
夜
半
、
十
一
月
旱
、
鷄
鳴
至
平
旦
、
其
年
大
旱
。
06
③
『
對（一）敵
占
』
に
曰
く
、「
正
月
平
旦
南
風
先
に
至
ら
ば
、
五
月
旱
り
、
食
時
な
ら
ば
、
三
月
旱
り
、
日
映
な
ら
ば
、
六
月
中
旱
り
、
晡
時
な
ら
ば
、
七
月
旱
り
、
日
入
な
ら
ば
、
八
月
旱
り
、
⿈
昏
な
ら
ば
、
九
月
旱
り
、
人
定
な
ら
ば
、
十
月
旱
り
、
夜
半
な
ら
ば
、
十
一
月
旱
り
、
鷄
鳴
よ
り
平
旦
に
至
ら
ば
、
其
の
年
大
い
に
旱
る
。」
と
。
06
④
（
一
）
輯
佚
續
・
子
部
・
第
十
・
兵
家
類
「
對
敵
占
風
」
所
載
。
上
記
03
と
　
　
ほ
ぼ
同
文
。
○
五
音
風
【
概
要
】
　
五
音
（
宮
・
商
・
角
・
徴
・
羽
）
を
軸
と
し
た
風
に
関
す
る
占
文
が
収
め
ら
れ
る
。
全
て
の
条
文
が
「
翼
氏
」
で
あ
り
、輯
佚
續
は
「
風
角
要
候
」（『
隋
書
』
経
籍
志
・
子
部
・
五
行
に
「
風
角
要
候
十
一
巻
、
翼
奉
撰
」、『
旧
唐
書
』
経
籍
志
に
「
風
角
要
候
一
巻
、
翼
奉
撰
」、『
新
唐
書
』
芸
文
志
に
「
翼
奉
風
角
要
候
一
巻
」）
の
佚
文
と
み
る
が
、
他
に
翼
奉
撰
と
さ
れ
る
書
物
に
「
風
角
鳥
情
一
巻
」「
風
角
雑
占
五
音
図
五
巻
」（
以
上
、『
隋
書
』
経
籍
志
・
子
部
・
五
行
）、「
翼
氏
占
風
一
巻
」（『
隋
書
』
経
籍
志
・
子
部
・
天
文
）
が
あ
り
、
確
定
は
で
き
な
い
。
な
お
、01
に
示
さ
れ
た
五
音
そ
れ
ぞ
れ
を
陰
陽
に
分
け
、
さ
ら
に
干
支
に
配
当
す
る
点
に
つ
い
て
は
、水
口
幹
記
「
関
於
敦
煌
文
書
（
ｐ
二
六
一
〇
）
中
風
角
関
連
条
的
一
個
考
察
―
参
考
『
天
地
瑞
祥
志
』
等
与
風
角
有
関
的
類
目
」（
張
伯
偉
編
『
風
起
雲
揚
』、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
九
年
）
で
触
れ
て
い
る
。
01
①
　
五
音
風
翼
氏
曰
甲
子
乙
丑
庚
辰
辛
巳
壬
寅
癸
卯
陽
商
日
壬
申
癸
酉
甲
午
乙
未
庚
戌
辛
亥
隂
商
日
丙
寅
丁
卯
戊
子
己
丑
甲
辰
乙
巳
陽
徴
甲
戌
乙
亥
丙
申
丁
酉
戊
午
己
未
隂
徴
戊
辰
己
巳
庚
寅
辛
卯
壬
子
癸
丑
陽
角
壬
午
癸
未
戊
戌
己
亥
庚
申
辛
酉
隂
角
戊
寅
己
卯
庚
子
辛
丑
丙
辰
丁
巳
陽
□
宮
庚
午
辛
未
丙
戌
丁
亥
戊
申
己
酉
7
隂
宮
丙
子
丁
丑
壬
辰
癸
巳
甲
寅
乙
卯
陽
羽
甲
申
乙
酉
丙
午
丁
未
壬
戌
癸
亥
隂
羽
子
午
方
為
宮
〈
子
陽
主
帝
王
午
隂
主
后
妃
〉
辰
戌
方
為
商
〈
辰
陽
主
大
将
戌
隂
主
小
将
〉
巳
亥
方
為
角
〈
巳
陽
主
疾
疫
亥
隂
主
死
喪
〉
卯
酉
方
為
○［一］〈
卯
陽
主
水
雨
霖
酉
隂
主
霜
雹
隂
沈
也
〉
寅
丑
方
為
陽
徴
主
旱
火
灾
〈
一
曰
為
口
舌
也
〉
申
未
為
隂
徴
主
土
功
庶
人
〈
一
曰
飛
虫
檄
書
詔
盡
之
也
〉
　
［
一
］
右
傍
に
「
羽
」
の
書
き
込
み
。
01
②
　
五
音
風
翼
氏
曰
、「
甲
子
・
乙
丑
・
庚
辰
・
辛
巳
・
壬
寅
・
癸
卯
・
陽
商
日
、
壬
申
・
癸
酉
・
甲
午
・
乙
未
・
庚
戌
・
辛
亥
陰
商
日
、
丙
寅
・
丁
卯
・
戊
子
・
己
丑
・
甲
辰
・
乙
巳
陽
徴
、
甲
戌
・
乙
亥
・
丙
申
・
丁
酉
・
戊
午
・
己
未
陰
徴
、
戊
辰
・
己
巳
・
庚
寅
・
辛
卯
・
壬
子
・
癸
丑
陽
角
、
壬
午
・
癸
未
・
戊
戌
・
己
亥
・
庚
申
・
辛
酉
陰
角
、
戊
寅
・
己
卯
・
庚
子
・
辛
丑
・
丙
辰
・
丁
巳
陽
宮
、
庚
午
・
辛
未
・
丙
戌
・
丁
亥
・
戊
申
・
己
酉
陰
宮
、
丙
子
・
丁
丑
・
壬
辰
・
癸
巳
・
甲
寅
・
乙
卯
陽
羽
、
甲
申
・
乙
酉
・
丙
午
・
丁
未
・
壬
戌
・
癸
亥
陰
羽
。
子
午
方
爲
宮
〈
子
陽
、
主
帝
王
。
午
陰
、
主
后
妃
。〉、
辰
戌
方
爲
商
〈
辰
陽
、
主
大
將
。
戌
陰
、
主
小
將
。〉、
巳
亥
方
爲
角
〈
巳
陽
、
主
疾
疫
。
亥
陰
、
主
死
喪
。〉、
卯
酉
方
爲
羽
〈
卯
陽
、
主
水
・
雨
霖
。
酉
陰
、
主
霜
雹
・
陰
沈
也
。〉、
寅
丑
方
爲
陽
徴
、
主
旱
・
火
災
〈
一
曰
、
爲
口
舌
也
。〉、
申
未
爲
陰
徴
、
主
土
功
・
庶
人
〈
一
曰
、
飛
虫
・
檄
書
・
詔
書●
、
之
也
。〉。」。
01
③
　
五
音
風
翼（一）氏
曰
く
、「
甲（二）子
・
乙
丑
・
庚
辰
・
辛
巳
・
壬
寅
・
癸
卯
は
陽
商
日
、
壬
申
・
癸
酉
・
甲
午
・
乙
未
・
庚
戌
・
辛
亥
は
陰
商
日
、
丙
寅
・
丁
卯
・
戊
子
・
己
丑
・
甲
辰
・
乙
巳
は
陽
徴
、
甲
戌
・
乙
亥
・
丙
申
・
丁
酉
・
戊
午
・
己
未
は
陰
徴
、
戊
辰
・
己
巳
・
庚
寅
・
辛
卯
・
壬
子
・
癸
丑
は
陽
角
、
壬
午
・
癸
未
・
戊
戌
・
己
亥
・
庚
申
・
辛
酉
は
陰
角
、
戊
寅
・
己
卯
・
庚
子
・
辛
丑
・
丙
辰
・
丁
巳
は
陽
宮
、
庚
午
・
辛
未
・
丙
戌
・
丁
亥
・
戊
申
・
己
酉
は
陰
宮
、
丙
子
・
丁
丑
・
壬
辰
・
癸
巳
・
甲
寅
・
乙
卯
は
陽
羽
、
甲
申
・
乙
酉
・
丙
午
・
丁
未
・
壬
戌
・
癸
亥
は
陰
羽
な
り
。
子
午
の
方
を
宮
と
爲
し
〈
子
は
陽
、
帝
王
を
主
る
。
午
は
陰
、
后
妃
を
主
る
。〉、
辰
戌
の
方
を
商
と
爲
し
〈
辰
は
陽
、
大
將
を
主
る
。
戌
は
陰
、
小
將
を
主
る
。〉、
巳
亥
の
方
を
角
と
爲
し
〈
巳
は
陽
、
疾
疫
を
主
る
。
亥
は
陰
、
死
喪
を
主
る
。〉、
卯
酉
の
方
を
羽
と
爲
し
〈
卯
は
陽
、
水
・
雨
霖
を
主
る
。
酉
は
陰
、
霜
雹
・
陰
沈
を
主
る
な
り
。〉、
寅
丑
の
方
を
陽
徴
と
爲
し
、
旱
・
火
災
を
主
る
〈
一
に
曰
く
「
口
舌
を
爲
す
な
り
。」
と
。〉、
申
未
を
陰
徴
と
爲
し
、
土
功
・
庶
人
を
主
る
〈
一
に
曰
く
、「
飛
虫
・
檄
書
・
詔
書
、
之
れ
な
り
。」
と
。〉。」
と
。
01
④
（
一
）
輯
佚
續
・
子
部
・
第
十
三
・
五
行
類
「
風
角
要
候
」
収
載
。
（
二
）『
乙
巳
占
』
卷
十
・
陰
陽
六
情
五
音
立
成
第
七
十
九
　
　
甲
子
、陽
商
、貪
狼（
本
情
）。
甲
申
、陽
羽
、貪
狼（
本
情
）。
甲
辰
、陽
徵
、
　
　
奸
邪（
本
情
）。
　
　
乙
丑
、陰
商
、公
正（
本
情
）。
乙
酉
、陰
羽
、寬
大（
本
情
）。
乙
巳
、陰
徵
、
　
　
寬
大（
本
情
）。
8
　
　
丙
寅
、陽
徵
、陰
賊（
合
情
）。
丙
戌
、陽
宮
、陰
賊（
合
情
）。
丙
午
、陽
羽
、
　
　
奸
邪（
合
情
）。
　
　
丁
卯
、陰
徵
、公
正（
合
情
）。
丁
亥
、陰
宮
、廉
貞（
合
情
）。
丁
未
、陰
羽
、
　
　
廉
貞（
合
情
）。
　
　
戊
辰
、陽
角
、奸
邪（
刑
情
）。
戊
子
、陽
徵
、陰
賊（
刑
情
）。
戊
申
、陽
宮
、
　
　
廉
貞（
刑
情
）。
　
　
己
巳
、陰
角
、貪
狼（
刑
情
）。
己
丑
、陰
徵
、公
正（
刑
情
）。
己
酉
、陰
宮
、
　
　
寬
大（
刑
情
）。
　
　
庚
午
、陽
宮
、貪
狼（
衝
情
）。
庚
寅
、陽
角
、貪
狼（
衝
情
）。
庚
戌
、陽
商
、
　
　
奸
邪（
衝
情
）。
　
　
辛
未
、陰
宮
、公
正（
衝
情
）。
辛
卯
、陰
角
、寬
大（
衝
情
）。
辛
亥
、陰
商
、
　
　
寬
大（
衝
情
）。
　
　
壬
申
、陽
角
、寬
大（
鉤
情
）。
壬
辰
、陽
羽
、公
正（
鉤
情
）。
壬
子
、陽
角
、
　
　
寬
大（
鉤
情
）。
　
　
癸
酉
、陰
商
、貪
狼（
鉤
情
）。
癸
巳
、陰
羽
、貪
狼（
鉤
情
）。
癸
丑
、陰
角
、
　
　
奸
邪（
鉤
情
）。
　
　
甲
戌
、陽
徵
、公
正（
本
情
）。
甲
午
、陽
商
、廉
貞（
本
情
）。
甲
寅
、陽
羽
、
　
　
廉
貞（
本
情
）。
　
　
乙
亥
、陰
徵
、陰
賊（
本
情
）。
乙
未
、陰
商
、奸
邪（
本
情
）。
乙
卯
、陰
羽
、
　
　
陰
賊（
本
情
）。
　
　
丙
子
、陽
羽
、公
正（
合
情
）。
丙
申
、陽
徵
、寬
大（
合
情
）。
丙
辰
、陽
宮
、
　
　
寬
大（
合
情
）。
　
　
丁
丑
、陰
羽
、貪
狼（
合
情
）。
丁
酉
、陰
徴
、奸
邪（
合
情
）。
丁
巳
、陰
宮
、
　
　
貪
狼（
合
情
）。
　
　
戊
寅
、陰
宮
、寬
大（
刑
情
）。
戊
戌
、陽
角
、奸
邪（
刑
情
）。
戊
午
、陽
徵
、
　
　
廉
貞（
刑
情
）。
　
　
己
卯
、陰
宮
、貪
狼（
刑
情
）。
己
亥
、陰
角
、陰
賊（
刑
情
）。
己
未
、陰
徵
、
　
　
公
正（
刑
情
）。
　
　
庚
辰
、陽
角
、公
正（
衝
情
）。
庚
子
、陽
宮
、廉
貞（
衝
情
）。
庚
申
、陽
角
、
　
　
廉
貞（
衝
情
）。
　
　
辛
巳
、陰
商
、陰
賊（
衝
情
）。
辛
丑
、陰
宮
、奸
邪（
衝
情
）。
辛
酉
、陰
角
、
　
　
陰
賊（
衝
情
）。
　
　
壬
午
、陽
角
、陰
賊（
鉤
情
）。
壬
寅
、陽
角
、陰
賊（
鉤
情
）。
壬
戌
、陽
羽
、
　
　
奸
邪（
鉤
情
）。
　
　
癸
未
、陰
角
、公
正（
鉤
情
）。
癸
卯
、陰
商
、廉
貞（
鉤
情
）。
癸
亥
、陰
羽
、
　
　
廉
貞（
鉤
情
）。
02
①
翼
氏
曰
宮
風
之
聲
如
雷
鼓
響
〈
一
曰
宮
音
午
鳴
牢
中
也
〉
商
風
之
聲
如
鍾
作
聲
若
飛
阜
之
羽
〈
一
曰
如
囂
獄
嗷
衆
大
衆
聲
也
商
音
離
群
之
羊
〉
角
風
之
聲
如
人
叫
啾
〈
一
曰
人
心
悲
聽
之
如
喪
哭
也
角
音
鶏
鳴
登
木
之
也
〉
徴
風
之
聲
如
奔
馬
炎
火
〈
徴
音
溥
駭
起
之
〉
羽
風
之
聲
如
流
水
揚［一］波
激
氣
相
嗟
〈
一
曰
如
擊
鼓
也
羽
音
鹿
之
鳴
子
之
也
〉
冬
有
所
主
見
後
文
也
　
［
一
］
尊
経
閣
本
「
楊
」
9
02
②
翼
氏
曰
、「
宮
風
之
聲
、
如
雷
鼓
響
〈
一
曰
、
宮
音
、
牛□
鳴
牢
中
也
。〉。
商
風
之
聲
、
如
鍾
作
聲
。
若
飛
集□
之
羽
〈
一
曰
、
如
囂
獄
嗷
衆
大
衆
聲
也
。
商
音
、
離
群
之
羊
。〉。
角
風
之
聲
、
如
人
叫
啾
〈
一
曰
、
人
心
悲
聽
之
、
如
喪
哭
也
。
角
音
、
鷄
鳴
登
木
、
之
也
。〉。
徴
風
之
聲
、
如
奔
馬
・
炎
火
〈
徴
音
、
縛□
彘□
駭
起
、
之
。〉。
羽
風
之
聲
、
如
流
水
揚
波
激
氣
相
嗟
〈
一
曰
、
如
擊
濕□
鼓
也
。
羽
音
、
鹿
之
鳴
子
、
之
也
。〉。
冬
有
所
主
。
見
後
文
也
。
02
③
翼（一）氏
曰
く
、「
宮（二）風
の
聲
、
雷
鼓
の
響
く
が
如
し
〈
一
に
曰
く
、「
宮
音
、
牛
の
牢
中
に
鳴
く
が
ご
と
き
な
り
。」
と
。〉。
商
風
の
聲
、
鍾
の
聲
を
作
す
が
如
し
。
飛
集
の
羽
の
若
し
〈
一
に
曰
く
、「
囂ごう
獄
嗷
衆
の
大
衆
の
聲
の
如
き
な
り
。
商
音
、
離
群
の
羊
の
ご
と
き
な
り
。」
と
。〉。
角
風
の
聲
、
人
の
叫きょう
啾しゅ
うす
る
が
如
し
〈
一
に
曰
く
、「
人
心
悲
し
く
之
を
聽
く
に
、
喪
哭
の
如
き
な
り
。
角
音
、
鷄
鳴
き
て
木
に
登
る
、
之
れ
な
り
。」
と
。〉。
徴ち
風
の
聲
、
奔
馬
・
炎
火
の
如
し
〈
徴
音
、
縛ばく
て
い彘
の
駭
起
す
る
、
之
れ
な
り
。〉。
羽
風
の
聲
、
流
水
の
波
を
揚
げ
、
氣
を
激はげ
ま
し
相
ひ
嗟なげ
く
が
如
し
〈
一
に
曰
く
、「
濕
鼓
を
擊
つ
が
如
き
な
り
。
羽
音
、
鹿
の
鳴
く
子
、之
れ
な
り
。」と
。〉。
と
」。
冬
に
主
る
所
有
り
。
後
文
に
見
ゆ
る
な
り
。
02
④
（
一
）
02
～
12
ま
で
、
全
て
「
翼
氏
曰
」
文
で
は
あ
る
が
、
便
宜
上
分
け
た
。
　
　
輯
佚
續
・
子
部
・
第
十
三
・
五
行
類
「
風
角
要
候
」
収
載
。
（
二
）
靜
嘉
堂
本
『
開
元
占
經
』
卷
九
十
一
・
風
名
躰
　
　
京
房
曰
、
宮
風
聲
、
如
牛
鳴
穽
中
、
隆
隆
如
雷
鼓
響
。
商
風
聲
、
如
離
　
　
群
之
羊
、
如
縛
彘
駭
起
。
徵
風
、
如
奔
馬
炎
火
、
如
縛
彘
駭
起
、
如
扣
　
　
銅
鐘
、
如
飛
集
之
羽
、
如
流
水
嗟
嗟
聲
感
人
。
羽
風
、
如
擊
濕
鼓
、
如
　
　
流
水
揚
波
激
氣
相
荅
、
如
糜
鹿
子
鳴
。
角
風
之
聲
、
如
千
人
語
、
殷
殷
　
　
然
令
又
悲
哀
、
如
人
叫
、
啾
啾
如
千
人
呼
、
如
鷄
登
木
。
　
　
『
乙
巳
占
』
卷
十
・
推
風
聲
五
音
法
第
七
十
　
　
謂
太
史
必
知
風
之
情
、曉
風
之
聲
。
宮
聲
如
牛
鳴
牢
中
、隆
隆
如
雷
〈
鼓
　
　
響
、
云
直
如
雷
鼓
也
〉。
徵
風
聲
如
奔
馬
搖
炎
。
註
、
一
作
燎
火
、
上
　
　
如
縛
彘
駭
起
。
商
風
聲
如
離
群
之
羊
、
如
叩
銅
鍾
、
如
飛
集
之
羽
、
如
　
　
流
水
汲
汲
、
咨
嗟
聲
感
人
。
羽
風
聲
如
擊
濕
鼓
、
如
流
水
揚
波
、
激
氣
　
　
相
磋
、
如
麋
鹿
之
鳴
子
也
。
角
風
聲
如
千
人
語
、
敔
然
令
人
悲
哀
、
如
　
　
人
叫
啾
啾
、
如
千
人
呼
嘯
、
如
雞
登
木
。
03
①
寅
卯
受
宮
曰
發
風
三
日
發
屋
折
沙
石
帝
王
不
安
其
君
有
巡
狩
之
行
寳
物
出
若
有
思
加
民
庶
以
物
賜
之
受
商
日
發
風
三
日
發
屋
折
木
揚
沙
石
國
有
大
兵
客
主
人
改
伐
之
事
賊
發
上
燕
楚
□
受
角
曰
發
風
三
日
發
屋
折
木
揚
沙
石
國
有
大
疫
疾
之
受
徴
曰
發
風
三
日
發
屋
折
木
揚
沙
石
國
有
訛
言
鬼
神
之
盡
作
灾
後
有
大
火
受
羽
曰
發
風
三
日
發
屋
折
木
揚
沙
石
有
雹
霜
暴
水
之
害
民
加
有
虫
蝗
也
03
②
寅
・
卯
。
受
宮
日
、
發
風
三
日
、
發
屋
折
木●
、
揚●
沙
石
、
帝
王
不
安
。
其
君
有
巡
狩
之
行
。
寳
物
出
。
若
有
思
加
民
庶
、
以
物
賜
之
。
受
商
日
、
發
風
三
10
日
、
發
屋
折
木
、
揚
沙
石
、
國
有
大
兵
。
客
主
人
改
伐
之
事
、
賊
發
上
燕
・
楚
。
受
角
日
、
發
風
三
日
、
發
屋
折
木
、
揚
沙
石
、
國
有
大
疫
疾
、
之
。
受
徴
日
、
發
風
三
日
、
發
屋
折
木
、
揚
沙
石
、
國
有
訛
言
。
鬼
神
之
盡
作
災
、
後
有
大
火
。
受
羽
日
、
發
風
三
日
、
發
屋
折
木
、
揚
沙
石
、
有
雹
霜
・
暴
水
之
害
民
。
加
有
蟲
蝗
也
。
03
③
寅
・
卯
。
受
宮
日
、
發
風
三
日
に
し
て
、
屋
を
發あば
き
木
を
折
り
、
沙
石
を
揚
ぐ
れ
ば
、
帝（一）王
不
安
な
り
。
其
の
君
巡
狩
の
行
有
り
。
寳
物
出
づ
。
若
し
く
は
思
有
り
て
民
庶
に
加
う
る
は
、
物
を
以
て
之
を
賜
ふ
。
受
商
日
、
發
風
三
日
に
し
て
、
屋
を
發
き
木
を
折
り
、
沙
石
を
揚
ぐ
れ
ば
、
國（二）に
大
兵
有
り
。
客
主
人
改
伐
の
事
あ
り
、
賊
發おこ
り
燕
・
楚
よ
り
上すす
む
。
受
角
日
、
發
風
三
日
に
し
て
、
屋
を
發
き
木
を
折
り
、
沙
石
を
揚
ぐ
れ
ば
、
國（三）に
大
疫
疾
有
る
、
之
れ
な
り
。
受
徴
日
、
發
風
三
日
に
し
て
、
屋
を
發
き
木
を
折
り
、
沙
石
を
揚
ぐ
れ
ば
、
國（四）に
訛
言
有
り
。
鬼
神
の
盡
く
災
を
作
し
、
後
に
大
火
有
り
。
受
羽
日
、
發
風
三
日
に
し
て
、
屋
を
發
き
木
を
折
り
、
沙
石
を
揚
ぐ
れ
ば
、
雹（五）霜
・
暴
水
の
民
を
害
す
る
有
り
。
加
う
る
に
蟲
蝗
有
る
な
り
。
03
④
（
一
）
～
（
五
）『
靈
臺
秘
苑
』
卷
五
・
五
音
候
風
　
　
宮
風
、
屬
土
、
君
之
象
、
…
發
屋
折
木
、
土
功
興
、
君
不
安
、
當
有
急
　
　
令
、
上
下
相
疑
、
來
年
兵
起
。
商
風
、
屬
金
、
臣
之
象
、
…
發
屋
折
木
、
　
　
主
宮
宅
自
相
傷
、
及
有
鬥
兵
、
急
令
、
關
梁
不
通
。
角
風
、
屬
木
、
民
　
　
之
象
、
…
發
屋
折
木
、
不
出
九
日
、
或
急
鬥
戰
、
或
有
疫
。
徵
風
、
屬
　
　
火
、
事
之
象
、
…
發
屋
折
木
、
在
三
日
内
、
火
災
、
吏
憂
、
自
行
外
有
　
　
急
事
、
妖
言
入
舍
。
羽
風
、
屬
水
、
物
之
象
、
…
發
屋
折
木
、
在
五
十
　
　
日
内
、
糴
大
貴
、
兵
起
、
關
梁
不
通
、
城
邑
固
守
。
…
羽
來
、
大
雨
、
　
　
水
霜
、
雹
災
。
04
①
巳
午
受
宮
曰
發
風
三
日
發
屋
折
木
揚
沙
石
帝
王
欲
殺
暴
虐
之
臣
賞
有
功
臣
退
侫
人
封
有
功
君
受
福
受
商
曰
發
風
三
日
發
屋
折
木
揚
沙
石
國
大
臣
親
兵
事
強
民
作
乱
受
角
曰
發
風
三
日
發
屋
折
木
揚
沙
石
牛
羊
疫
疾
死
角
虫
水
中
死
民
以
水
移
動
害
在
蜀
受
徴
曰
發
風
三
日
發
屋
折
木
揚
沙
石
有
夷
狄
賊
盡
使
有
卒
亡
國
君
有
害
使
者
遠
人
之
謀
受
羽
曰
發
風
三
日
發
屋
折
木
揚
沙
石
有
江
海
之
賊
水
中
舩
車
有
害
04
②
巳
・
午
。
受
宮
日
、
發
風
三
日
、
發
屋
折
木
、
揚
沙
石
、
帝
王
欲
殺
暴
虐
之
臣
。
賞
有
功
臣
、退
侫
人
、封
有
功
、君
受
福
。
受
商
日
、發
風
三
日
、發
屋
折
木
、
揚
沙
石
、
國
大
臣
親
兵
事
、
強
民
作
亂
。
受
角
日
、
發
風
三
日
、
發
屋
折
木
、
揚
沙
石
、
牛
羊
疫
疾
死
、
角
蟲
水
中
死
。
民
以
水
移
動
、
害
在
蜀
。
受
徴
日
、
發
風
三
日
、
發
屋
折
木
、
揚
沙
石
、
有
夷
狄
賊
、
盡
使
有
卒
亡
國
。
君
有
害
使
者
。
遠
人
之
謀
。
受
羽
日
、
發
風
三
日
、
發
屋
折
木
、
揚
沙
石
、
有
江
海
之
賊
、
水
中
舩
車
有
害
。
04
③
巳
・
午
。
受
宮
日
、
發
風
三
日
に
し
て
、
屋
を
發
き
木
を
折
り
、
沙
石
を
揚
ぐ
れ
ば
、
帝
王　
暴
虐
の
臣
を
殺
さ
む
と
欲
す
。
有
功
の
臣
を
賞
し
、
侫
人
11
を
退
け
、
有
功
を
封
じ
、
君　
福
を
受
く
。
受
商
日
、
發
風
三
日
に
し
て
、
屋
を
發
き
木
を
折
り
、
沙
石
を
揚
ぐ
れ
ば
、
國
大
臣
親
か
ら
兵
事
し
、
民
に
強
ひ
て
亂
を
作
す
。
受
角
日
、
發
風
三
日
に
し
て
、
屋
を
發
き
木
を
折
り
、
沙
石
を
揚
ぐ
れ
ば
、
牛
羊
は
疫
疾
あ
り
て
死
し
、
角
蟲
は
水
中
し
て
死
す
。
民
は
水
を
以
て
移
動
し
、
害
は
蜀
に
在
り
。
受
徴
日
、
發
風
三
日
に
し
て
、
屋
を
發
き
木
を
折
り
、
沙
石
を
揚
ぐ
れ
ば
、
夷
狄
の
賊
有
り
、
使
を
盡
く
す
も
卒
に
国
を
亡
ぼ
す
有
り
。
君　
使
者
を
害
す
る
有
り
。
遠
人
の
謀
な
り
。
受
羽
日
、
發
風
三
日
に
し
て
、
屋
を
發
き
木
を
折
り
、
沙
石
を
揚
ぐ
れ
ば
、
江
海
の
賊
有
り
、
水
中
舩
車
に
害
有
り
。
05
①
辰
戌
丑
未
受
宮
曰
發
風
三
日
發
屋
折
木
揚
沙
石
官
以
土
功
不
止
為
灾
牛
卆
死
民
有
流
移
受
商
曰
發
風
三
日
發
屋
折
木
揚
沙
石
有
外
夷
狄
之
兵
胡
人
作
灾
寳
物
出
受
角
曰
發
風
三
日
發
屋
折
木
揚
沙
石
民
多
死
喪
五
穀
不
収
有
害
受
徴
曰
發
風
三
日
發
屋
折
木
揚
沙
石
山
賊
出
君
流
言
於
民
恨
欲
巡
亡
受
羽
曰
發
風
三
日
發
屋
折
木
揚
沙
石
民
訛
言
有
流
移
之
灾
05
②
辰
・
戌
・
丑
・
未
。
受
宮
日
、
發
風
三
日
、
發
屋
折
木
、
揚
沙
石
、
官
以
土
功
不
止
、
爲
災
。
牛
卒
死
。
民
有
流
移
。
受
商
日
、
發
風
三
日
、
發
屋
折
木
、
揚
沙
石
、
有
外
夷
狄
之
兵
、
胡
人
作
災
。
寳
物
出
。
受
角
日
、
發
風
三
日
、
發
屋
折
木
、
揚
沙
石
、
民
多
死
喪
。
五
穀
不
收
有
害
。
受
徴
日
、
發
風
三
日
、
發
屋
折
木
、
揚
沙
石
、
山
賊
出
。
君
流
言
、
於
民
恨
、
欲
巡
亡
。
受
羽
日
、
發
風
三
日
、
發
屋
折
木
、
揚
沙
石
、
民
訛
言
、
有
流
移
之
災
。
05
③
辰
・
戌
・
丑
・
未
。
受
宮
日
、
發
風
三
日
に
し
て
、
屋
を
發
き
木
を
折
り
、
沙
石
を
揚
ぐ
れ
ば
、
官　
土
功
を
以
て
止
め
ず
、
災
と
爲
る
。
牛
卒
に
死
す
。
民
の
流
移
す
る
有
り
。
受
商
日
、
發
風
三
日
に
し
て
、
屋
を
發
き
木
を
折
り
、
沙
石
を
揚
ぐ
れ
ば
、
外
夷
狄
の
兵
有
り
、
胡
人
災
を
作
す
。
寳
物
出
づ
。
受
角
日
、
發
風
三
日
に
し
て
、
屋
を
發
き
木
を
折
り
、
沙
石
を
揚
ぐ
れ
ば
、
民
に
死
喪
す
る
も
の
多
し
。
五
穀
を
收
め
ず
し
て
害
有
り
。
受
徴
日
、
發
風
三
日
に
し
て
、
屋
を
發
き
木
を
折
り
、
沙
石
を
揚
ぐ
れ
ば
、
山
賊
出
づ
。
君
流
言
せ
ら
れ
、
民
に
於
い
て
恨
ま
れ
、
巡
亡
せ
ん
と
欲
す
。
受
羽
日
、
發
風
三
日
に
し
て
、
屋
を
發
き
木
を
折
り
、
沙
石
を
揚
ぐ
れ
ば
、
民
訛
言
し
、
流
移
の
災
有
り
。
06
①
申
酉
受
宮
曰
發
屋
折
木
揚
沙
石
内
争
則
臣
不
和
失
人
心
受
商
曰
發
風
三
日
發
屋
折
木
揚
沙
石
臣
反
内
出
逆
兵
水
慎
乗
舟
有
凶
受
角
曰
發
風
三
日
發
屋
折
木
揚
沙
石
外
姧
起
君
貪
殘
為
吏
民
所
害
受
徴
曰
發
風
三
日
發
屋
折
木
揚
沙
石
有
貴
人
火
灾
使
者
至
有
姧
兵
受
羽
曰
發
風
三
日
發
屋
折
木
揚
沙
石
民
有
疾
病
五
穀
不
熟
多
害
也
06
②
申
・
酉
。
受
宮
日
、
發
屋
折
木
、
揚
沙
石
、
内
争
。
則
臣
不
和
、
失
人
心
。
受
商
日
、
發
風
三
日
、
發
屋
折
木
、
揚
沙
石
、
臣
反
内
、
出
逆
兵
。
水
慎
。
12
乘
舟
有
凶
。
受
角
日
、
發
風
三
日
、
發
屋
折
木
、
揚
沙
石
、
外
姦
起
、
君
貪
殘
、
爲
吏
民
所
害
。
受
徴
日
、
發
風
三
日
、
發
屋
折
木
、
揚
沙
石
、
有
貴
人
火
災
。
使
者
至
有
姧
兵
。
受
羽
日
、
發
風
三
日
、
發
屋
折
木
、
揚
沙
石
、
民
有
疾
病
。
五
穀
不
熟
多
害
也
。
06
③
申
・
酉
。
受
宮
日
、
屋
を
發
き
木
を
折
り
、
沙
石
を
揚
ぐ
れ
ば
、
内
争
あ
り
。
則
ち
臣
不
和
に
し
て
、
人
心
を
失
ふ
。
受
商
日
、
發
風
三
日
に
し
て
、
屋
を
發
き
木
を
折
り
、
沙
石
を
揚
ぐ
れ
ば
、
臣
内
に
反
し
、
逆
兵
を
出
だ
す
。
水
を
ば
慎
む
。
舟
に
乘
ら
ば
凶
有
り
。
受
角
日
、
發
風
三
日
に
し
て
、
屋
を
發
き
木
を
折
り
、
沙
石
を
揚
ぐ
れ
ば
、
外
に
姦
起
き
、
君
貪
り
て
殘そこなひ
、
吏
民
の
害
す
る
所
と
爲
る
。
受
徴
日
、
發
風
三
日
に
し
て
、
屋
を
發
き
木
を
折
り
、
沙
石
を
揚
ぐ
れ
ば
、
貴
人
に
火
災
あ
る
有
り
。
使
者
至
り
て
姧
兵
有
り
。
受
羽
日
、
發
風
三
日
に
し
て
、
屋
を
發
き
木
を
折
り
、
沙
石
を
揚
ぐ
れ
ば
、
民
に
疾
病
有
り
。
五
穀
熟
せ
ず
し
て
害
多
し
な
り
。
07
①
亥
子
受
宮
曰
發
風
三
日
發
屋
折
木
揚
沙
石
皇
后
有
憂
世
子
有
疑
異
之
害
受
商
曰
發
風
三
日
發
屋
折
木
揚
沙
石
外
兵
之
害
水
中
有
賊
也
受
角
曰
發
風
三
日
發
屋
折
木
揚
沙
石
三
公
有
喪
憂
民
有
疾
病
受
徴
曰
發
風
三
日
發
屋
折
木
揚
沙
石
遠
人
貢
財
外
國
盡
檄
胡
人
朝
受
羽
曰
發
屋
折
木
揚
沙
石
蝗
虫
卒
至
霧
傷
万
物
魚
卒
死
也
07
②
亥
・
子
。
受
宮
日
、
發
風
三
日
、
發
屋
折
木
、
揚
沙
石
、
皇
后
有
憂
、
世
子
有
疑
異
之
害
。
受
商
日
、
發
風
三
日
、
發
屋
折
木
、
揚
沙
石
、
外
兵
之
害
。
水
中
有
賊
也
。
受
角
日
、
發
風
三
日
、
發
屋
折
木
、
揚
沙
石
、
三
公
有
喪
憂
、
民
有
疾
病
。
受
徴
日
、
發
風
三
日
、
發
屋
折
木
、
揚
沙
石
、
遠
人
貢
財
、
外
國
盡
檄
、
胡
人
朝
。
受
羽
日
、
發
屋
折
木
、
揚
沙
石
、
蝗
虫
卒
至
、
霧
傷
万
物
、
魚
卒
死
也
。
07
③
亥
・
子
。
受
宮
日
、
發
風
三
日
に
し
て
、
屋
を
發
き
木
を
折
り
、
沙
石
を
揚
ぐ
れ
ば
、
皇
后
に
憂
ひ
有
り
、
世
子
に
疑
異
の
害
有
り
。
受
商
日
、
發
風
三
日
に
し
て
、
屋
を
發
き
木
を
折
り
、
沙
石
を
揚
ぐ
れ
ば
、
外
兵
の
害
あ
り
。
水
中
に
賊
有
る
な
り
。
受
角
日
、
發
風
三
日
に
し
て
、
屋
を
發
き
木
を
折
り
、
沙
石
を
揚
ぐ
れ
ば
、
三
公
に
喪
憂
有
り
、
民
に
疾
病
有
り
。
受
徴
日
、
發
風
三
日
に
し
て
、
屋
を
發
き
木
を
折
り
、
沙
石
を
揚
ぐ
れ
ば
、
遠
人
財
を
貢
じ
、
外
國
盡
く
檄
し
、
胡
人
朝
す
。
受
羽
日
、
屋
を
發
き
木
を
折
り
、
沙
石
を
揚
ぐ
れ
ば
、
蝗
虫
卒
に
至
り
、
霧
万
物
を
傷
め
、
魚
卒
に
死
す
る
な
り
。
08
①
害
平
曰
主
君
土
公
若
宮
動
宮
人
君
出
行
也
其
日
軍
必
行
動
角
君
有
大
喪
動
徴
土
功
寳
物
出
動
羽
有
不
大
雨
為
大
臣
出
走
若
有
兵
客
勝
也
動
商
有
急
兵
若
四
季
辰
受
宮
之
曰
風
従
四
季
出
来
天
清
七
日
以
上
夷
狄
君
万
里
献
寳
於
中
國
〈
在
十
日
一
百
日
〉
宮
曰［一］風
従
子
日
来
左
右
有
兵
謀
従
卯
来
客
兵
入
邊
兵
動
従
巳
来
客
兵
至
従
亥
戌
来
有
急
兵
改
城
長
不
須
救
従
亥
来
有
聞
兵
辛
未
日
13
従
坤
来
南
方
賊
降
兵
散
従
亥
来
大
寒
有
戦
客
勝
戊
申
日
従
戌
来
軍
驚
己
卯
酉
日
巳
午
酉
丑
寅
来
一
日
夜
至
二
日
背
太
軍
常
解
散
従
卯
来
為
不
戦
従
辰
来
客
将
軍
自
死
敗
也
　
［
一
］
尊
経
閣
本
「
日
」
08
②
宮□
〈
平（一）〉
日
、
主
君
・
土
公
。
若
宮
動
宮
、
人
君
出
行
也
。
其
日
軍
必
行
。
動
角
、
君
有
大
喪
。
動
徴
、
土
功
。
寳
物
出
。
動
羽
、
有
不
大
雨
。
爲
大
臣
出
走
。
若
有
兵
客
勝
也
。
動
商
、
有
急
兵
。
若
四
季
辰
受
宮
之
日
、
風
從
四
季
出
來
、
天
清
七
日
以
上
、
夷
狄
君
万
里
献
寳
於
中
國
〈
在
十
日
一
百
日
〉。
宮
日
、
風
從
子
日
來
、
左
右
有
兵
謀
。
從
卯
來
、
客
兵
入
邊
、
〻
兵
動
。
從
巳
來
、客
兵
至
。
從
亥
戌
來
、有
急
兵
、改
城
長
不
須
救
。
從
亥
來
、有
聞
兵
。
辛
未
日
從
坤
來
、
南
方
賊
降
、
兵
散
。
從
亥
來
、
大
寒
。
有
戰
客
勝
。
戊
申
日
從
戌
來
、
軍
驚
。
己
卯
酉
日
從●
巳
午
酉
丑
寅
來
、
一
日
夜
至
二
日
、
背
大
軍
常
解
散
。
從
卯
來
、
爲
不
戰
。
從
辰
來
、
客
將
軍
自
死
敗
也
。
（
一
）
意
に
よ
り
双
行
と
し
た
。
08
③
宮（一）〈
平
な
り
〉
日
、
君
・
土
公
を
主
る
。
若
宮
に
し
て
宮
よ
り
動
か
ば
、
人
君
出
行
す
る
な
り
。
其
の
日
軍
必
ず
行
く
。
角
よ
り
動
か
ば
、
君
に
大
喪
有
り
。
徴
よ
り
動
か
ば
、
土
功
あ
り
。
寳
物
出
づ
。
羽
よ
り
動
か
ば
、
大
雨
ふ
ら
ざ
る
有
り
。
大
臣
の
出
走
と
爲
す
。
若
し
兵
有
ら
ば
客
勝
つ
な
り
。
商
よ
り
動
か
ば
、急
兵
有
り
。
若
し
四
季
の
辰
受
宮
の
日
、風　
四
季
從
り
出
來
し
、
天
清
き
こ
と
七
日
以
上
な
ら
ば
、
夷
狄
の
君　
万
里
に
し
て
寳
を
中
國
に
献
ず
〈
十
日
よ
り
一
百
日
に
在
り
。〉。
宮
日
、
風　
子
日
從
り
來
た
ら
ば
、
左
右
に
兵
謀
有
り
。
卯
從
り
來
た
ら
ば
、
客
兵
邊
に
入
り
、
邊
兵
動
く
。
巳
從
り
來
た
ら
ば
、
客
兵
至
る
。
亥
戌
從
り
來
た
ら
ば
、
急
兵
有
り
、
城
を
改
め
長
く
救
ひ
を
須もと
め
ず
。
亥
從
り
來
た
ら
ば
、
兵
を
聞
く
こ
と
有
り
。
辛
未
日
に
坤
從
り
來
た
ら
ば
、
南
方
の
賊
降
り
、
兵
散
ず
。
亥
從
り
來
た
ら
ば
、
大
寒
な
り
。
戰
有
ら
ば
客
勝
つ
。
戊
申
日
に
戌
從
り
來
た
ら
ば
、
軍
驚
く
。
己
卯
酉
日
に
巳
午
酉
丑
寅
從
り
來
た
り
て
、
一
日
夜
よ
り
二
日
に
至
ら
ば
、
大
軍
に
背
き
常
に
解
散
す
。
卯
從
り
來
た
ら
ば
、
不
戰
と
爲
す
。
辰
從
り
來
た
ら
ば
、
客
將
軍
自
ら
死
し
敗
る
る
な
り
。
08
④
（
一
）『
乙
巳
占
』
卷
十
・
五
音
相
動
風
占
第
七
十
五
　
　
宮
日
風
從
宮
來
、
人
君
出
行
。
從
徵
來
、
土
功
、
寶
物
出
、
有
兵
。
宮
　
　
日
子
午
風
從
子
午
來
、
爲
宮
動
宮
。
從
子
上
來
、
山
陵
崩
壞
、
人
君
出
　
　
行
、
專
風
也
。
從
子
〈
一
本
無
子
字
〉
午
來
、
地
震
裂
、
若
後
出
行
。
　
　
時
加
子
午
爲
重
宮
、
君
將
欲
行
、
大
臣
走
、
若
後
出
遊
也
。
宮
日
子
午
　
　
風
從
丑
未
來
、
寅
申
來
、
爲
宮
動
徵
、
有
土
功
、
寶
物
出
、
有
兵
。
時
　
　
加
徵
爲
重
徵
、
有
義
兵
、
土
功
興
、
國
出
令
、
有
詔
書
、
義
風
也
。
宮
　
　
日
風
從
羽
來
、
且
大
雨
不
止
、
則
大
臣
出
走
、
若
複
爲
旱
（
宮
土
羽
水
、
　
　
盛
則
水
衰
、
水
衰
則
火
起
、
故
亦
爲
旱
。
宮
爲
君
、
羽
爲
人
、
故
大
臣
　
　
出
走
）。
時
加
羽
爲
重
羽
、
則
大
雨
陰
、
製
風
也
。
宮
日
風
從
商
來
、
　
　
有
兵
行
、
且
有
客
兵
。
時
加
辰
戌
爲
重
商
、
有
兵
殃
、
保
風
也
。
宮
日
　
　
風
從
角
來
、
必
鬥
兵
、
人
君
凶
、
客
兵
傷
、
有
急
兵
、
若
有
喪
傷
。
角
14
　
　
來
、
邊
兵
有
大
戰
（
宮
爲
土
、
爲
君
、
角
爲
木
。
土
動
、
木
所
不
勝
、
　
　
故
君
凶
。
木
主
哭
泣
、
故
客
軍
傷
、
有
大
喪
也
）。
時
加
巳
亥
爲
重
角
、
　
　
君
不
昌
、
宮
有
大
喪
。
宮
日
風
從
乾
來
、
有
湧
水
暴
雨
。
宮
日
時
加
宮
、
　
　
怒
風
從
艮
來
、
山
陵
崩
壞
、
人
君
出
行
、
水
湧
地
裂
。
宮
日
時
加
宮
、
　
　
怒
風
從
巽
來
、
蝗
蟲
生
、
害
五
穀
。
宮
日
時
加
宮
、
怒
風
從
坤
來
、
有
　
　
走
獸
爲
害
、
有
土
功
。
09
①
商
平
日
主
兵
闘
戦
動
商
有
急
兵
人
君
有
憂
國
四
門
閇
有
大
殃
貴
動
角
有
急
兵
必
闘
客
勝
動
徴
号
令
出
行
有
兵
又
受
令
兵
還
至
若
戦
主
動
羽
有
大
雨
歳
大
悪
動
宮
太
子
忘
人
君
令
兵
従
丑
来
比
三
日
客
軍
退
敗
七
日
兵
解
卯
来
兵
其
方
起
巳
来
有
兵
必
闘
酉
来
兵
西
方
起
商
日
風
折
木
發
屋
夜
半
日
中
従
子
午
上
来
日
光
不
宜
主
人
軍
自
内
敗
又
商
風
王
相
従
辰
戌
上
来
辰
戌
時
止
是
為
大
将
出
行
加
時
辰
戌
風
初
起
時
神
在
内
兵
半
道
還
神
在
門
其
年
内
還
在
外
得
地
及
還
又
商
曰
貪
狼
隂
賊
姧
邪
卯
日
従
商
来
白
濁
冥
三
日
以
上
為
起
兵
期
七
日
卅
日
六
十
日
又
丑
時
従
午
卯
来
止
於
隂
賊
時
軍
有
反
叛
曰
氣
小
将
反
辰
有
氣
大
将
反
甲
子
乙
丑
日
大
風
艮
来
三
日
以
上
至
七
日
兩
軍
相
當
自
退
解
壬
申
日
加
時
亥
卯
従
申
子
来
三
日
上
至
九
日
大
賊
従
水
上
改
郡
國
大
寒
必
傳
王
侯
癸
酉
日
従
酉
巳
午
来
軍
有
吉
賀
従
坤
来
兵
還
不
戦
庚
辰
日
従
辰
来
有
大
軍
白
衣
内
反
客
兵
自
敗
従
巳
午
来
軍
自
退
若
食
時
大
風
従
辰
来
有
急
兵
大
将
自
出
征
辛
巳
日
従
巳
午
酉
来
大
兵
解
従
亥
子
来
自
和
乙
未
日
従
申
来
兵
不
戦
還
壬
寅
日
従
寅
来
三
日
大
兵
解
散
癸
卯
日
大
風
折
木
發
屋
従
卯
来
三
日
有
流
血
辛
亥
日
従
申
子
亥
卯
来
白
霧
冥
日
沈
隂
賊
大
起
欲
戦
之
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②
商
〈
平（一）〉
日
、
主
兵
闘
戰
。
動
商
、
有
急
兵
、
人
君
有
憂
、
國
四
門
閉
。
有
大
殃
、
穀
貴
。
動
角
、
有
急
兵
、
必
闘
客
勝
。
動
徴
、
號
令
出
行
有
兵
。
又
受
令
兵
還
至
。
若
戰
主
。
動
羽
、
有
大
雨
、
歳
大
惡
。
動
宮
、
太
子
忘
人
君
令
兵
。
從
丑
來
、
比
三
日
、
客
軍
退
敗
。
七
日
兵
解
。
卯
來
、
兵
其
方
起
。
巳
來
、
有
兵
。
有
兵
必
闘
。
酉
來
、
兵
西
方
起
。
商
日
、
風
折
木
發
屋
、
夜
半
日
中
從
子
午
上
來
、
日
光
不
宜
。
主
人
軍
自
内
敗
。
又
商
風
、
王
相
從
辰
戌
上
來
、
辰
戌
時
止
、
是
爲
大
將
出
行
。
加
時
辰
戌
、
風
初
起
時
、
神
在
内
、
兵
半
道
還
。
神
在
門
、
其
年
内
還
。
在
外
、
得
地
及
還
。
又
商
日
、
貪
狼
・
陰
賊
・
姧
邪
。
卯
日
從
商
來
、
白
濁
冥
冥
三
日
以
上
、
爲
起
兵
、
期
七
日
卅
日
六
十
日
。
又
丑
時
從
午
卯
來
、
止
於
陰
賊
時
、
軍
有
反
叛
。
曰
氣
、
小
將
反
。
辰
有
氣
、
大
將
反
。
甲
子
乙
丑
日
、
大
風
艮
來
、
三
日
以
上
至
七
日
、
兩
軍
相
當
自
退
解
。
壬
申
日
、
加
時
亥
卯
、
從
申
子
來
、
三
日
以●
上
至
九
日
、
大
賊
從
水
上
。
改
郡
國
。
大
寒
。
必
傳
王
侯
。
癸
酉
日
、
從
酉
巳
午
來
、
軍
有
吉
賀
。
從
坤
來
、
兵
還
不
戰
。
庚
辰
日
、
從
辰
來
、
有
大
軍
。
白
衣
内
反
。
客
兵
自
敗
。
從
巳
午
來
、
軍
自
退
。
若
食
時
大
風
從
辰
來
、
有
急
兵
、
大
將
自
出
征
。
辛
巳
日
、
從
巳
午
酉
來
、
大
兵
解
。
從
亥
子
來
、
自
和
。
乙
未
日
、
從
申
來
、
兵
不
戰
還
。
壬
寅
日
、
從
寅
來
三
日
、
大
兵
解
散
。
癸
卯
日
、
大
風
折
木
發
屋
、
從
卯
來
三
日
、
有
流
血
。
辛
亥
日
、
從
申
子
亥
卯
來
、
白
霧
冥
冥
日
沈
、
陰
賊
大
起
、
欲
戰
、
之
。
　
（
一
）
意
に
よ
り
双
行
と
し
た
。
15
09
③
商（一）〈
平（二）な
り
〉
日
、
兵
闘
戰
を
主
る
。
商
よ
り
動
か
ば
、
急
兵
有
り
、
人
君
に
憂
ひ
有
り
、
國
の
四
門
閉
づ
。
大
殃
有
り
て
、
穀
貴
し
。
角
よ
り
動
か
ば
、
急
兵
有
り
、
必
ず
闘
へ
ば
客
勝
つ
。
徴
よ
り
動
か
ば
、
號
令
あ
り
て
出
行
し
兵
有
り
。
又
た
令
を
受
け
兵
還
り
至
る
。
若
し
く
は
主
と
戰
う
。
羽
よ
り
動
か
ば
、
大
雨
有
り
、
歳
大
い
に
惡
し
。
宮
よ
り
動
か
ば
、
太
子　
人
君
を
忘
れ
兵いくさせ
し
む
。
丑（三）從
り
來
た
り
て
、
比ころ
お
い
三
日
な
ら
ば
、
客
軍
退
敗
す
。
七
日
な
ら
ば
兵
解
か
る
。
卯
よ
り
來
た
ら
ば
、
兵
其
の
方
に
起
こ
る
。
巳
よ
り
來
た
ら
ば
、
兵
有
り
。
兵
有
ら
ば
必
ず
闘
ふ
。
酉
よ
り
來
た
ら
ば
、
兵
西
方
に
起
こ
る
。
商
日
、
風　
木
を
折
り
屋
を
發
き
、
夜
半
日
中
に
子
午
の
上
從
り
來
た
ら
ば
、日
光
宜
し
か
ら
ず
。
主
人
の
軍
内
自
り
敗
る
。
又
た
商
風
、
王
相　
辰
戌
の
上
從
り
來
た
り
て
、
辰
戌
の
時
に
止
ま
ば
、
是
れ
大
將
の
出
行
と
爲
す
。
時
に
辰
戌
を
加
へ
、
風
初
め
て
起
こ
る
時
、
神　
内
に
在
ら
ば
、
兵
は
道
を
半
ば
に
し
て
還
る
。
神　
門
に
在
ら
ば
、
其
の
年
内
に
還
る
。
外
に
在
ら
ば
、
地
を
得
て
還
る
に
及
ぶ
。
又
た
商
日
、
貪
狼
・
陰
賊
・
姧
邪
な
り
。
卯
日　
商
從
り
來
た
り
て
、
白
濁
冥
冥
た
る
こ
と
三
日
以
上
な
ら
ば
、
兵
起
こ
る
と
爲
し
、
期
す
る
こ
と
七
日
・
卅
日
・
六
十
日
な
り
。
又
た
丑
時
に
午
卯
從
り
來
た
り
て
、
陰
賊
の
時
に
止
ま
ば
、
軍
に
反
叛
有
り
。
氣
と
曰
ひ
、
小
將
反
す
。
辰
に
氣
有
ら
ば
、
大
將
反
す
。
甲
子
乙
丑
日
、
大
風
艮
よ
り
來
た
り
て
、
三
日
以
上
に
し
て
七
日
に
至
ら
ば
、
兩
軍
相
ひ
當
た
り
自
ら
退
解
す
。
壬
申
日
、
時
に
亥
卯
を
加
へ
、
申
子
從
り
來
た
り
て
、
三
日
以
上
に
し
て
九
日
に
至
ら
ば
、大
賊　
水
の
上
從
り
す
。
郡
國
を
改
む
。
大
寒
な
り
。
必
ず
王
侯
に
傳
ふ
。
癸
酉
日
、
酉
巳
午
從
り
來
た
ら
ば
、
軍
に
吉
賀
有
り
。
坤
從
り
來
た
ら
ば
、
兵
還
り
て
戰
は
ず
。
庚
辰
日
、
辰
從
り
來
た
ら
ば
、
大
軍
有
り
。
白
衣
の
内
に
反
す
。
客
兵
自
ら
敗
る
。
巳
午
從
り
來
た
ら
ば
、
軍
自
ら
退
く
。
若
し
食
時
に
大
風　
辰
從
り
來
た
ら
ば
、
急
兵
有
り
、
大
將
自
ら
出
征
す
。
辛
巳
日
、
巳
午
酉
從
り
來
た
ら
ば
、
大
兵
解
か
る
。
亥
子
從
り
來
た
ら
ば
、
自
ら
和
す
。
乙
未
日
、
申
從
り
來
た
ら
ば
、
兵　
戰
は
ず
し
て
還
る
。
壬
寅
日
、
寅
從
り
來
た
り
て
三
日
な
ら
ば
、
大
兵
解
散
す
。
癸
卯
日
、
大
風　
木
を
折
り
屋
を
發
き
、卯
從
り
來
た
る
こ
と
三
日
な
ら
ば
、流
血
有
り
。
辛
亥
日
、
申
子
亥
卯
從
り
來
た
ら
ば
、
白
霧
冥
冥
と
し
て
日
沈
し
、
陰
賊
大
い
に
起
こ
り
、
戰
は
ん
と
欲
す
、
之
れ
な
り
。
09
④
（
一
）『
乙
巳
占
』
卷
十
・
五
音
相
動
風
占
第
七
十
五
　
　
商
日
、
風
從
陽
宮
來
、
戒
太
子
忌
怨
、
人
君
有
疾
、
兵
疾
、
有
急
兵
〈
宮
　
　
土
、
土
生
金
所
、
是
一
金
兩
土
、
母
憂
子
、
故
曰
太
子
也
〉。
從
陰
宮
　
　
來
、
庶
子
有
急
、
變
兵
、
兵
在
北
方
。
商
日
風
從
陽
徵
來
、
國
邑
受
令
、
　
　
兵
且
行
、
將
在
外
、
兵
還
不
戰
、
臣
受
兵
令
行
〈
徵
爲
號
令
、
商
爲
兵
、
　
　
故
兵
令
退
也
〉。
時
加
徵
爲
重
徵
、
有
大
兵
行
。
商
日
風
從
陽
羽
來
、
　
　
歳
大
荒
、
國
凶
憂
亂
、
且
大
雨
、
兵
在
東
方
。
商
日
風
從
陽
商
來
、
有
　
　
白
衣
聚
衆
之
象
、
立
王
之
徵
、
且
大
雨
、
關
梁
塞
、
大
將
出
退
外
敵
、
　
　
外
敵
來
邑
中
、
有
小
急
、
且
有
急
兵
、
人
君
主
憂
、
國
四
門
閉
、
兵
在
　
　
西
方
。
從
陰
商
來
、
爲
大
殃
、
糴
貴
、
中
有
兵
。
風
怒
七
日
・
七
十
日
、
　
　
急
令
兵
大
起
〈
羽
入
水
、
爲
從
金
生
、
故
爲
大
雨
。
二
金
逆
行
、
故
人
16
　
　
主
憂
大
兵
鬥
、
主
國
關
梁
塞
也
〉。
商
日
風
從
陽
角
來
、
有
急
兵
令
發
。
　
　
商
日
風
從
陽
宮
來
、
人
君
有
憂
、
兵
從
申
起
、
國
四
門
閉
。
從
陰
角
來
、
　
　
有
大
喪
、
貴
人
多
疾
病
、
有
土
功
〈
宮
爲
君
、
角
主
死
、
故
爲
大
喪
也
〉。
　
　
『
乙
巳
占
』
卷
十
・
五
音
風
占
第
七
十
二
　
　
商
風
、
發
屋
折
木
、
不
出
七
日
・
七
十
日
、
有
急
令
、
兵
起
、
糴
大
貴
、
　
　
國
四
門
閉
、兵
從
中
起
〈
四
門
閉
者
、閉
梁
塞
城
邑
、固
折
而
備
幹
也
〉。
　
　
靜
嘉
堂
本
『
開
元
占
經
』
卷
九
十
一
・
怒
風
　
　
京
房
曰
、
…
商
風
、
發
屋
折
木
、
不
出
七
日
七
十
日
、
有
急
令
、
兵
大
　
　
起
、
糴
大
貴
。
國
四
門
閉
、
兵
從
中
起
。〈
國
四
門
閉
者
關
梁
不
通
、
　
　
城
邑
圍
社
而
備
守
。〉。
（
二
）『
切
韻
』
で
は
平
声
（
上
田
正
『
切
韻
諸
本
反
切
総
覧
』
参
照
）。
（
三
）
靜
嘉
堂
本
『
開
元
占
經
』
卷
九
十
一
・
雜
風
　
　
諸
商
日
、
大
風
折
木
、
從
丑
寅
上
來
、
連
三
日
以
上
至
七
日
、
此
千
里
　
　
萬
衆
、
兩
軍
相
當
、
自
退
解
散
。
所
以
然
者
、
商
金
從
徵
上
來
。
此
金
　
　
出
火
、
兵
自
解
散
、
主
人
勝
客
、
軍
大
敗
、
其
將
必
死
。
近
期
七
日
、
　
　
中
期
二
十
一
日
、
遠
期
三
十
五
日
。
　
　
『
靈
臺
秘
苑
』
卷
五
・
吉
城
風
　
　
商
日
、
有
風
發
木
、
從
陽
徵
上
來
連
三
日
、
城
中
主
軍
勝
。
如
有
純
徵
　
　
風
起
於
徵
日
寬
大
時
、
客
軍
急
敗
之
象
。
10
①
角
入
主
疾
病
及
霜
動
角
多
有
疾
死
動
徴
有
會
斂
財
物
動
羽
有
大
雨
動
宮
有
喪
事
若
有
兵
客
勝
動
商
有
兵
主
人
勝
角
日
風
従
午
来
急
兵
起
〈
一
云
日
中
夜
半
折
木
發
屋
兵
圍
城
主
人
宜
出
之
也
〉
従
戌
来
急
兵
大
闘
従
申
子
亥
卯
来
大
寒
過
日
中
夜
半
風
益
怒
攻
城
必
下
主
人
宜
出
避
凡
角
曰
風
辛
起
發
屋
折
木
九
日
大
闘
流
血
四
季
辰
受
角
加
時
日
中
夜
半
大
風
折
木
至
五
日
止
中
國
欲
攻
四
夷
也
以
止
辰
爲
攻
方
又
風
従
貪
狼
隂
賊
来
大
寒
日
中
夜
半
怒
三
日
以
上
城
降
角
時
怒
城
亡
主
人
出
避
隨
去
也
癸
未
日
従
戌
亥
来
加
時
夜
半
日
中
者
攻
城
戊
戌
日
自
戌
来
三
日
賊
圍
城
即
解
己
亥
日
自
亥
子
来
日
中
夜
半
折
木
發
屋
兵
来
攻
城
邑
辛
酉
日
自
巳
酉
来
有
吉
賀
自
戌
来
軍
動
自
艮
来
城
長
陥
也
10
②
角
〈
入（一）〉、
主
疾
病
及
霜
。
動
角
、
多
有
疾
死
。
動
徴
、
有
會
斂
財
物
。
動
羽
、
有
大
雨
。
動
宮
、
有
喪
事
。
若
有
兵
客
勝
。
動
商
、
有
兵
主
人
勝
。
角
日
、
風
從
午
來
、
急
兵
起
〈
一
云
、
日
中
・
夜
半
折
木
發
屋
、
兵
圍
城
。
主
人
宜
出
、之
也
〉。
從
戌
來
、急
兵
大
闘
。
從
申
子
亥
卯
來
、大
寒
過
。
日
中
・
夜
半
風
益
怒
、
攻
城
必
下
。
主
人
宜
出
避
。
凡
角
日
、
風
辛
起
、
發
屋
折
木
九
日
、大
闘
流
血
。
四
季
辰
受
角
、加
時
日
中
・
夜
半
、大
風
折
木
至
五
日
止
、
中
國
欲
攻
四
夷
也
。
以
止
辰
爲
攻
方
。
又
風
從
貪
狼
・
陰
賊
來
、
大
寒
。
日
中
・
夜
半
怒
三
日
以
上
、
城
降
。
角
時
怒
、
城
亡
。
主
人
出
避
隨
去
也
。
癸
未
日
、
從
戌
亥
來
、
加
時
夜
半
・
日
中
者
、
攻
城
。
戊
戌
日
、
自
戌
來
三
日
、
賊
圍
城
卽
解
。
己
亥
日
、
自
亥
子
來
、
日
中
・
夜
半
折
木
發
屋
、
兵
來
攻
城
邑
。
辛
酉
日
、自
巳
酉
來
、有
吉
賀
。
自
戌
來
、軍
動
。
自
艮
來
、城
長
陥
也
。
　
（
一
）
意
に
よ
り
双
行
と
し
た
。
10
③
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角（一）〈
入
な
り
〉、
疾
病
及
び
霜
を
主
る
。
角
よ
り
動
か
ば
、
疾
死
す
る
も
の
多
く
有
り
。
徴
よ
り
動
か
ば
、會かならず
財
物
を
斂おさ
む
る
有
り
。
羽
よ
り
動
か
ば
、
大
雨
有
り
。
宮
よ
り
動
か
ば
、
喪
事
有
り
。
若
し
兵
有
ら
ば
客
勝
つ
。
商
よ
り
動
か
ば
、
兵
有
ら
ば
主
人
勝
つ
。
角
日
、
風　
午
從
り
來
た
ら
ば
、
急
兵
起
こ
る
〈
一（二）に
云
く
、「
日
中
・
夜
半
に
木
を
折
り
屋
を
發
け
ば
、
兵
城
を
圍
む
。
主
人
宜
し
く
出
づ
る
べ
し
、之
れ
な
り
。」と
。〉。
戌
從
り
來
た
ら
ば
、
急
兵
大
い
に
闘
ふ
。
申
子
亥
卯
從
り
來
た
ら
ば
、
大
寒
過
ぐ
。
日
中
・
夜
半
に
風　
益
ま
す
怒
た
れ
ば
、
城
を
攻
む
る
に
必
ず
下
る
。
主
人
宜
し
く
出
で
避
く
べ
し
。
凡
そ
角
日
、
風　
辛
よ
り
起
こ
り
、
屋
を
發
き
木
を
折
る
こ
と
九
日
な
ら
ば
、
大
い
に
闘
ひ
流
血
す
。
四（三）季
の
辰
受
角
に
し
て
、
時
に
日
中
・
夜
半
を
加
へ
、
大
風　
木
を
折
り
五
日
に
至
り
て
止
ま
ば
、
中
國　
四
夷
を
攻
め
ん
と
欲
す
る
な
り
。
止
む
辰
を
以
て
攻
む
る
方
と
爲
す
。
又
た
風　
貪
狼
・
陰
賊
從
り
來
た
ら
ば
、
大
寒
な
り
。
日
中
・
夜
半
に
怒
た
る
こ
と
三
日
以
上
な
ら
ば
、
城
降
る
。
角
時
に
怒
た
れ
ば
、
城
亡
ぶ
。
主
人
出
で
避
く
る
こ
と
去
る
に
隨
ふ
な
り
。
癸
未
日
、
戌
亥
從
り
來
た
り
て
、
時
に
夜
半
・
日
中
を
加
ふ
れ
ば
、
城
を
攻
む
。
戊
戌
日
、
戌
自
り
來
た
り
て
三
日
な
ら
ば
、
賊
城
を
圍
む
も
卽
ち
解
く
。
己
亥
日
、
亥（四）子
自
り
來
た
り
て
、
日
中
・
夜
半
に
木
を
折
り
屋
を
發
け
ば
、
兵
來
た
り
て
城
邑
を
攻
む
。
辛
酉
日
、
巳
酉
自
り
來
た
ら
ば
、
吉
賀
有
り
。
戌
自
り
來
た
ら
ば
、
軍
動
く
。
艮
自
り
來
た
ら
ば
、
城
長
く
陥
る
な
り
。
10
④
（
一
）『
乙
巳
占
』
卷
十
・
五
音
相
動
風
占
第
七
十
五
　
　
角
日
、
風
從
陽
徵
來
、
吏
斂
民
財
、
若
兵
出
會
衆
、
倉
粟
糴
貴
、
寶
物
　
　
出
、
有
蝗
蟲
〈
角
木
、
徵
火
、
火
爲
絲
絹
、
故
吏
斂
民
財
物
〉。
角
日
　
　
風
從
陽
羽
來
、
有
土
功
、
且
大
雨
、
邊
有
兵
、
卿
大
夫
多
口
疾
、
先
暑
　
　
風
後
雨
。
角
日
風
從
陽
商
來
、
憂
有
卒
兵
也
、
鳴
條
已
上
皆
應
。
角
日
　
　
風
從
陽
角
來
、
邊
兵
起
、
人
主
凶
、
有
死
亡
、
盜
賊
至
、
不
勝
。
南
方
　
　
來
、
有
兵
、
遠
喪
至
、
所
不
勝
而
發
。
時
加
角
爲
重
角
、
有
遠
喪
、
有
　
　
邊
兵
、
盜
賊
起
、
糴
貴
、
野
有
饑
人
〈
角
主
哭
泣
、
木
爲
金
所
克
也
〉。
　
　
『
乙
巳
占
』
卷
十
・
五
音
風
占
第
七
十
二
　
　
角
風
、
發
屋
折
木
、
不
出
九
日
・
九
十
日
、
有
急
賊
盜
鬥
戰
、
糴
大
貴
、
　
　
大
饑
、
人
饑
相
食
、
有
大
死
喪
、
當
有
疾
癘
之
事
。
　
　
靜
嘉
堂
本
『
開
元
占
經
』
卷
九
十
一
・
怒
風
　
　
京
房
曰
…
角
風
、
發
屋
折
木
、
不
出
九
日
、
有
急
盜
鬪
戰
、
糴
大
貴
。
　
　
飢
人
食
、
有
大
喪
、
有
疾
厲
之
事
。
（
二
）
靜
嘉
堂
本
『
開
元
占
經
』
卷
九
十
一
・
雜
風
　
　
角
日
、
時
加
子
午
、
風
從
角
上
來
、
折
木
、
兵
起
、
必
圍
城
屯
聚
、
主
　
　
人
宜
出
。
期
九
日
必
至
。
（
三
）
靜
嘉
堂
本
『
開
元
占
經
』
卷
九
十
一
・
雜
風
　
　
四
角
、
受
角
之
日
、
時
加
夜
半
、
大
風
折
木
、
從
四
季
上
來
五
日
止
。
　
　
此
時
中
國
欲
攻
夷
狄
也
。
（
四
）『
靈
臺
秘
苑
』
卷
五
・
攻
城
風
　
　
角
日
…
若
從
亥
子
上
來
、
夜
發
晝
止
、
大
寒
不
解
、
夜
所
必
有
敗
、
攻
　
　
其
城
寨
。
18
11
①
徴
〈
上
〉
主
火
灾
口
舌
徴
召
号
令
動
徴
有
火
灾
人
君
有
憂
國
四
門
若
歳
旱
飢
動
羽
四
隣
有
寳
物
出
又
雹
霜
若
有
兵
主
人
勝
動
宮
有
火
灾
及
土
功
動
商
有
急
兵
客
勝
動
角
有
兵
従
巳
来
有
兵
交
亥
戌
来
時
加
戌
有
急
兵
従
亥
来
急
兵
必
戦
乙
亥
日
自
申
子
来
二
日
上
折
木
發
屋
日
中
夜
半
不
休
有
相
攻
丁
酉
日
自
巳
午
酉
来
軍
解
散
自
戌
来
客
自
敗
殺
〈
卅
日
内
也
〉
乙
巳
日
自
午
来
三
日
上
天
清
明
有
軍
吉
解
之
11
②
徴
〈
上
〉、
主
火
災
口
舌
徴
召
號
令
。
動
徴
、
有
火
災
。
人
君
有
憂
。
國
四
門
閉□
。
若
歳
旱
飢
。
動
羽
、
四
隣
有
寳
物
出
。
又
雹
霜
。
若
有
兵
主
人
勝
。
動
宮
、
有
火
災
及
土
功
。
動
商
、
有
急
兵
客
勝
。
動
角
、
有
兵
。
從
巳
來
、
有
兵
交
。
亥
戌
來
、
時
加
戌
、
有
急
兵
。
從
亥
來
、
急
兵
必
戰
。
乙
亥
日
、
自
申
子
來
二
日
以●
上
、
折
木
發
屋
、
日
中
・
夜
半
不
休
、
有
相
攻
。
丁
酉
日
、
自
巳
午
酉
來
、
軍
解
散
。
自
戌
來
、
客
自
敗
殺
〈
卅
日
内
也
。〉。
乙
巳
日
、
自
午
來
三
日
、
上
天
清
明
、
有
軍
吉
解
、
之
。
11
③
徴（一）〈
上
な
り
〉、
火
災
・
口
舌
・
徴
召
・
號
令
を
主
る
。
徴
よ
り
動
か
ば
、
火
災
有
り
。
人
君
に
憂
ひ
有
り
。
國
の
四
門
閉
づ
。
若
し
歳
旱
あ
ら
ば
飢
う
。
羽
よ
り
動
か
ば
、
四
隣
に
寳
物
出
づ
る
有
り
。
又
た
雹
霜
あ
り
。
若
し
兵
有
ら
ば
主
人
勝
つ
。
宮
よ
り
動
か
ば
、火
災
及
び
土
功
有
り
。
商
よ
り
動
か
ば
、
急
兵
有
り
て
客
勝
つ
。
角
よ
り
動
か
ば
、
兵
有
り
。
巳
從
り
來
た
ら
ば
、
兵
の
交
る
有
り
。
亥
戌
よ
り
來
た
り
て
、
時
に
戌
を
加
ふ
れ
ば
、
急
兵
有
り
。
亥
從
り
來
た
ら
ば
、
急
兵
あ
り
て
必
ず
戰
ふ
。
乙
亥
日
、
申
子
自
り
來
た
り
て
二
日
以
上
に
し
て
、
木
を
折
り
屋
を
發
き
、
日
中
・
夜
半
休
ま
ざ
れ
ば
、
相
ひ
攻
む
る
こ
と
有
り
。
丁
酉
日
、
巳
午
酉
自
り
來
た
ら
ば
、
軍
解
散
す
。
戌
自
り
來
た
ら
ば
、
客
自
ら
敗
殺
す
〈
卅
日
内
な
り
。〉。
乙
巳
日
、
午
自
り
來
た
り
て
三
日
に
し
て
、
上
天
清
明
な
ら
ば
、
軍
に
吉
あ
り
て
解
か
る
有
り
、
之
な
り
。
11
④
（
一
）『
乙
巳
占
』
卷
十
・
五
音
相
動
風
占
第
七
十
五
　
　
徵
日
風
從
陽
宮
來
、
有
火
災
、
土
功
起
、
將
大
旱
、
火
殃
數
起
、
宮
寺
　
　
多
失
火
、
災
起
。
從
陰
宮
來
、
太
子
有
疾
。
時
加
徵
爲
重
徵
、
有
火
災
、
　
　
土
功
起
。
徵
日
風
從
陽
徵
來
、
有
火
災
、
人
君
有
災
、
恐
走
獸
爲
災
、
　
　
宮
寺
多
失
火
。
從
王
相
陽
宮
來
、
歳
大
樂
、
有
火
災
旱
。
從
陰
徵
來
、
　
　
人
君
憂
、
走
獸
爲
大
災
。
時
加
寅
申
丑
未
爲
重
徵
、
國
四
門
閉
。
徵
日
　
　
風
從
陽
羽
來
、
四
鄰
有
事
、
寶
物
出
、
陰
盛
於
陽
、
且
或
有
雷
電
、
有
　
　
霜
雹
、
諸
侯
大
夫
多
失
史
。
從
陰
羽
來
、
四
夷
有
事
、
寶
物
出
、
多
雷
　
　
電
。
徵
日
風
從
商
來
、
有
急
兵
、
人
君
出
入
有
輔
佐
、
強
兵
自
守
、
七
　
　
日
若
七
十
日
、
有
邊
兵
鬥
。
徵
日
風
從
陽
角
來
、
有
兵
起
、
急
兵
動
驚
、
　
　
春
有
喪
〈
金
克
木
、水
於
火
反
克
金
、故
有
兵
也
、邊
有
急
、大
驚
也
。〉。
12
①
羽
〈
上
〉
主
盗
賊
邊
民
水
物
酒
食
會
衆
鬼
灾
動
羽
歳
飢
大
雨
雹
霜
白
衣
會
也
動
宮
民
相
聚
有
急
令
土
功
若
兵
主
人
勝
動
商
有
兵
圍
城
不
戦
邊
有
兵
動
角
邊
19
有
兵
圍
城
服
降
動
徴
有
急
令
為
詔
書
若
有
兵
客
勝
加
時
巳
従
卯
来
必
闘
兵
有
喪
自
亥
来
有
兵
欲
圍
城
邑
自
申
子
来
冥
霧
夜
半
當
雨
不
雨
隂
冥
迅
急
水
中
賊
攻
絶
関
梁
〈
在
五
日
内
之
〉
従
戌
来
有
兵
闘
関
梁
不
通
大
風
冥
日
光
沈
没
兵
圍
城
客
勝
丙
子
日
従
申
子
来
急
兵
閇
城
大
賊
圍
城
壬
辰
日
従
卯
子
来
三
日
有
賊
及
水
〈
五
日
内
也
〉
散
主
人
大
勝
癸
巳
日
従
申
子
亥
卯
来
主
人
有
内
反
客
外
間
与
通
情
謀
敗
不
成
壬
戌
日
従
亥
来
三
日
上
太
寒
不
有
太
水
必
有
陥
城
癸
亥
日
従
亥
子
来
多
寒
迅
急
軍
戦
若
従
午
来
止
亥
名
曰
六
窮
必
有
反
人
12
②
羽
〈
上
〉、
主
盗
賊
・
邊
民
・
水
物
・
酒
食
・
會
衆
・
鬼
災
。
動
羽
、
歳
飢
、
大
雨
、
雹
霜
、
白
衣
會
也
。
動
宮
、
民
相
聚
、
有
急
令
・
土
功
。
若
兵
主
人
勝
。
動
商
、
有
兵
圍
城
不
戰
。
邊
有
兵
。
動
角
、
邊
有
兵
圍
城
服
降
。
動
徴
、
有
急
令
爲
詔
書
。
若
有
兵
客
勝
。
加
時
巳
、
從
卯
來
、
必
闘
兵
。
有
喪
。
自
亥
來
、
有
兵
欲
圍
城
邑
。
自
申
子
來
、
冥
霧
。
夜
半
、
當
雨
不
雨
、
陰
冥
迅
急
、
水
中
賊
攻
絶
關
梁
〈
在
五
日
内
、
之
。〉。
從
戌
來
、
有
兵
闘
、
關
梁
不
通
。
大
風
冥
冥
日
光
沈
没
、
兵
圍
城
客
勝
。
丙
子
日
、
從
申
子
來
、
急
兵
閉
城
、
大
賊
圍
城
。
壬
辰
日
、
從
卯
子
來
三
日
、
有
賊
及
水
〈
五
日
内
也
。〉。
散
主
人
大
勝
。
癸
巳
日
、
從
申
子
亥
卯
來
、
主
人
有
内
反
。
客
・
外
間
與
通
情
、
謀
敗
不
成
。
壬
戌
日
、
從
亥
來
三
日
以●
上
、
大
寒
。
不
有
大
水
。
必
有
陥
城
。
癸
亥
日
、
從
亥
子
來
、
多
寒
。
迅
急
軍
戰
。
若
從
午
來
止
亥
、
名
曰
六
窮
、
必
有
反
人
。」。
12
③
羽（一）〈
上（二）な
り
〉、
盗
賊
・
邊
民
・
水
物
・
酒
食
・
會
衆
・
鬼
災
を
主
る
。
羽
よ
り
動
か
ば
、
歳
飢
あ
り
、
大
雨
あ
り
、
雹
霜
あ
り
、
白
衣
の
會
あ
る
な
り
。
宮
よ
り
動
か
ば
、
民
相
ひ
聚
ひ
、
急
令
・
土
功
有
り
。
若
し
兵
あ
ら
ば
主
人
勝
つ
。
商
よ
り
動
か
ば
、兵
の
城
を
圍
み
て
戰
は
ざ
る
有
り
。
邊
に
兵
有
り
。
角
よ
り
動
か
ば
、邊
に
兵
の
城
を
圍
み
て
服
降
す
る
有
り
。
徴
よ
り
動
か
ば
、
急
令
有
り
て
詔
書
を
爲
る
。
若
し
兵
有
ら
ば
客
勝
つ
。
時
に
巳
を
加
へ
、
卯
從
り
來
た
ら
ば
、
必
ず
闘
兵
あ
り
。
喪
有
り
。
亥
自
り
來
た
ら
ば
、
兵
の
城
邑
を
圍
ま
ん
と
欲
す
る
有
り
。
申
子
自
り
來
た
ら
ば
、
冥
霧
あ
り
。
夜（三）半
、
當
に
雨
ふ
る
べ
く
し
て
雨
ふ
ら
ず
、
陰
冥
迅
急
な
ら
ば
、
水
中
の
賊　
關
梁
を
攻
め
絶
つ
〈
五
日
の
内
に
在
る
、
之
れ
な
り
。〉。
戌
從
り
來
た
ら
ば
、
兵
　
闘
有
り
て
、
關
梁
通
ぜ
ず
。
大
風
冥
冥
と
し
て
日
光
沈
没
せ
ば
、
兵
城
を
圍
み
客
勝
つ
。
丙
子
日
、
申
子
從
り
來
た
ら
ば
、
急
兵
あ
り
て
城
を
閉
ぢ
、
大
賊
城
を
圍
む
。
壬
辰
日
、
卯
子
從
り
來
た
り
て
三
日
な
ら
ば
、
賊
及
び
水
有
り
〈
五
日
の
内
な
り
。〉。
散
ら
ば
主
人
大
勝
す
。
癸
巳
日
、
申
子
亥
卯
從
り
來
た
ら
ば
、
主
人
に
内
反
有
り
。
客
・
外
間
與
に
情
を
通
ず
る
も
、
謀
敗
れ
て
成
ら
ず
。
壬
戌
日
、
亥
從
り
來
た
り
て
三
日
以
上
な
ら
ば
、
大
寒
な
り
。
大
水
有
ら
ず
。
必
ず
陥
城
有
り
。
癸
亥
日
、
亥
子
從
り
來
た
ら
ば
、
多
寒
な
り
。
迅
急
な
ら
ば
軍
戰
ふ
。
若
し
午
從
り
來
た
り
て
亥
に
止
ま
ば
、
名
づ
け
て
六
窮
と
曰
ひ
、
必
ず
反
人
有
り
。」
と
。
12
④
（
一
）『
乙
巳
占
』
卷
十
・
五
音
相
動
風
占
第
七
十
五
　
　
羽
日
風
從
陽
宮
來
、
人
持
財
物
聚
、
君
吏
有
令
、
憂
兵
起
、
將
受
命
、
　
　
有
集
會
、
有
土
功
、
有
寒
霜
雪
。
從
陰
宮
來
、
有
水
土
功
、
暴
寒
傷
物
、
20
　
　
兵
集
。
羽
日
風
從
陽
徵
來
、
有
兵
、
國
有
受
令
、
有
憂
、
人
臣
有
急
憂
、
　
　
關
梁
塞
。
羽
日
風
從
陽
羽
來
、
且
欲
雨
、
白
衣
聚
、
若
有
大
喪
、
大
雪
　
　
霜
雹
。
日
出
沒
時
、
又
五
日
、
或
五
十
日
、
白
衣
會
。
若
五
宮
、
立
有
　
　
喪
寒
、
且
雨
。
從
南
方
來
、
則
國
有
憂
、
人
多
疾
病
。
北
方
來
、
則
有
　
　
雹
霜
、
或
聚
在
水
中
。
羽
日
風
從
陽
商
來
、
有
鬥
兵
圍
城
不
戰
、
邊
有
　
　
兵
、
關
梁
不
通
、
有
喪
、
兵
不
興
〈
金
水
母
子
和
、
故
動
角
邊
兵
圍
城
　
　
敗
。
羽
爲
角
除
害
、
象
臣
爲
君
討
賊
、
故
動
必
大
雨
、
不
出
戰
故
也
〉。
　
　
羽
日
風
從
陽
角
來
、
邊
兵
圍
城
、
城
敗
〈
一
云
、
有
兵
圍
城
不
解
〉。
　
　
時
加
己
亥
爲
重
角
、
有
圍
城
、
若
大
喪
。
（
二
）『
切
韻
』
で
は
上
声
（
上
田
正
『
切
韻
諸
本
反
切
総
覧
』
参
照
）。
（
三
）
靜
嘉
堂
本
『
開
元
占
經
』
卷
九
十
一
・
雜
風
　
　
諸
羽
日
、大
風
冥
迅
急
、水
中
大
賊
攻
絕
關
梁
、不
出
五
日
、遠
五
十
日
。
　
【
付
記
】
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
５
～
12
世
紀
　
　
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る〈
術
数
文
化
〉の
深
化
と
変
容
」（20H
01301
）
　
　
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。〈み
ず
ぐ
ち　
も
と
き
／
本
学
教
授
〉
